
雛の里・八女 ぼんぼりまつり・たちばな観梅会
20歳の誓いを胸に希望の門出 八女市成人式
八女市・筑後市・広川町・福岡県 合同公売会

Ｐ2～3
Ｐ4～5    
Ｐ6～7

【今月の主な内容】

お
ひ
な
さ
ま
に
託
す
二
十
歳
の
願い
振
り
袖
姿
の
新
成
人
が
１
月
８
日
㈰
、
八
女
公
園

の
池
に
「
願
い
雛
」
を
浮
か
べ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

2
月
11
日
㈷
か
ら
は
じ
ま
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ

ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。
将
来
の

夢
や
震
災
復
興
な
ど
の
願
い
を
和
紙
の
お
雛
様
に

託
し
て
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
～
５
ペ
ー
ジ
）
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箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る
八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る
さ
と
が
お
く
る「
雛
の
里・

八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
15
回
目
を
迎
え
ま
す
。
早
春
の
八
女
を
代
表
す
る
ま
つ
り
を
、
家
族
や
お

友
達
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。  
　  
◉
主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
八
女
市

　
ま
つ
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
か
い
わ

い
や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所
に
雛
人

形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
雛
の
里
一
色
に
染
ま
り

ま
す
。雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
会
場
の
目
印
に
、

桃
色
の
提
灯
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⃝
期
間　
２
月
11
日
㈷
～
３
月
11
日
㈰

⃝
会
場　
福
島
地
区
一
帯

⃝
総
合
案
内
所　

横
町
町
家
交
流
館
（
☎
２
３・４
３
１
１
）

八
女
伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

※
期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。
お

ひ
な
さ
ま
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
白
壁
の
町
並
み
を
通
り

八
女
公
園
ま
で
パ
レ
ー
ド
。
十
二
単
衣
と
束

帯
姿
の
お
雛
様
を
先
頭
に
、
保
育
所
・
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
が
お
雛
様
の
仮
装
で
行
進

し
ま
す
。
ま
た
、
11
時
か
ら
八
女
ア
ン
テ
ナ
エ

イ
ト
に
よ
る
「
春
姫
彩
弁
当
」
を
堺
屋
前
で

限
定
販
売
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
２
月
11
日
㈷ 

10
時
～

⃝
会
場
　
お
り
な
す
八
女
（
セ
レ
モ
ニ
ー
）、

白
壁
の
町
並
み
（
パ
レ
ー
ド
）

　
神
前
結
婚
式
の
後
、
太
鼓
の
演
奏
な
ど
で

盛
り
上
げ
ま
す
。

⃝
期
日　
２
月
26
日
㈰
・
３
月
４
日
㈰

⃝
時
間　

10
時
～

⃝
会
場　
福
島
八
幡
宮

　
結
婚
式
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
の
新
郎
新
婦
と
一
緒
に
、
お
雛
様
の
仮

装
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。

⃝
期
日　
２
月
26
日
㈰
・
３
月
４
日
㈰

⃝
時
間　

11
時
～

⃝
会
場　
八
女
文
化
会
館
（
記
念
撮
影
）、
白

壁
の
町
並
み

　
今
年
度
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
。
参
加
さ
れ
る

一
人
ひ
と
り
の
願
い
ご
と
を
お
ひ
な
さ
ま
に
託

し
、八
女
公
園
の
池
に
浮
か
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

⃝
期
日　

①
２
月
12
日
㈰ 

②
２
月
26
日
㈰ 

③

３
月
４
日
㈰ 

⃝
時
間　

①
11
時
～
15
時 

②
③
11
時
30
分
～

15
時
30
分

⃝
会
場　
八
女
公
園

　
あ
ま
り
和
服
を
着
る
機
会
が
な
い
昨
今
、

押
し
入
れ
や
タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て
い
る
和
服

（
着
物
）
を
着
て
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
者
に
は
感
謝
を
こ
め
て
、
ミ
ニ
雛
人
形
な

ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
抹
茶
の
接
待
、
記
念
写
真

✿
見
学
は
桃
色
提
灯
が
目
印

✿
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

✿
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
結
婚
式

✿
お
ひ
な
さ
ま
パ
レ
ー
ド

✿
願
い
雛

✿
和
服
で
め
ぐ
る
八
女
の
ま
ち
・

人
力
車
町
並
み
案
内

八女伝統工芸館  ☎22・3131
組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）実演販売
2月26日㈰　10時～ 16時
和工房 山藤花「古布を使ったさげもん」作り教室
2月19日㈰・25日㈯・3月4日㈰　 13時～ 16時
和工房 山藤花「古布人形のおひなさまたち」
まつり期間中　9時～ 17時

八女人形会館  ☎24・5550
羽子板、雛人形、五月人形製作実演　まつり期間中

歌舞伎十八番押絵展示　期間中　9時30分～

徳川家と江戸時代の雛人形展　常設展示  9時30分～

雛
の
里・八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り 《

期
間
》

２
月
11
日
㈷
～
３
月
11
日
㈰

10
時
～
17
時

《
会
場
》  

福
島
地
区
一
帯

（上）花のアーチで祝福される十二単衣と束帯姿の結婚
式（昨年の様子）（右）雛人形を眺める着物姿の女性
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広報やめ　2012.2.13

九
州
有
数
の
梅
の
産
地
、
谷
川
梅
林
一
帯
は
九
州
の
梅
の
三
名
園
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
で

な
だ
ら
か
な
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
約
３
万
本
の
白
梅
は
、
訪
れ
る
人
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
に

よ
る
町
並
み
案
内
（
有
料
）
も
実
施
し
ま
す
。

⃝
期
日　
３
月
４
日
㈰
・
11
日
㈰ 

⃝
時
間　

10
時
～
16
時

⃝
受
付
場
所　
横
町
町
家
交
流
館

※
当
日
会
場
で
着
付
け
も
で
き
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ　
観
光
振
興
課

（
☎
２
３・１
１
９
２
）

　
役
目
を
終
え
た
お
ひ
な
さ
ま
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
供
養
し
ま
す
。
供
養
を
希
望
す

る
人
は
３
月
７
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
の
上
、

当
日
会
場
へ
人
形
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
３
月
11
日
㈰ 

14
時
～

⃝
会
場　
福
島
八
幡
宮

⃝
供
養
料　

▼
人
形
を
持
ち
帰
る
場
合
１
０
０
０
円

▼
置
い
て
い
く
場
合
２
０
０
０
円

※
雛
人
形
以
外
の
人
形
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

観
光
振
興
課
（
☎
２
３・１
１
９
２
）

　
期
間
中
の
日
曜
・
祝
日
に
は
、
１
日
１
回

お
雛
様
め
ぐ
り
の
無
料
バ
ス
が
出
ま
す
。
所

要
時
間
は
約
２
時
間
で
す
。（
先
着
20
人
）

⃝
運
行
日　
２
月
11
日
㈷
・
12
日
㈰
・
19
日
㈰
・

26
日
㈰
、
３
月
４
日
㈰
・
11
日
㈰

⃝
発
車
時
刻　

13
時
30
分

⃝
発
車
場
所　
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
順
路　

八
女
伝
統
工
芸
館
～
堺
屋
～
堂
島

屋
～
清
水
町
商
店
街
～
八
女
人
形
会
館
～
横

町
町
家
交
流
館
な
ど

✿
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

✿
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
の
無
料
バ
ス

　
梅
林
散
策
、バ
ン
ブ
ー
商
品
販
売
、

ワ
イ
ン
試
飲
販
売
、
特
産
品
農
産
物

販
売
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⃝
イ
ベ
ン
ト
広
場

ダ
ニ
ー
馬
場
ラ
イ
ブ 

２
月
18
日
㈯

11
時
～
／
和
太
鼓　

18
日
㈯　

13

時
30
分
～
／
大
道
芸　

19
日
㈰ 

11

時
～
・
25
日
㈯ 

11
時
～
・
13
時
30

分
～
／
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス　

19
日
㈰ 
13
時
30
分
～
／
三
線
バ
ッ

タ
ー
ズ
ラ
イ
ブ 
26
日
㈰ 

11
時
～
・

13
時
30
分
～

※
18
日
㈯
・
19
日
㈰
は
立
花
町
農
業

ま
つ
り
を
立
花
体
育
館
で
開
催
。

⃝
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界

　
約
３
０
０
０
本
の
竹
灯
ろ
う
が
幻

想
的
な
世
界
を
彩
り
ま
す
。

《
日
時
》
２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰　

10
時
～
16
時

20
日
㈪
・
21
日
㈫　

11
時
～
15
時

⃝
田
崎
廣
助
画
伯
作
品
展

《
日
時
》
２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰　

10
時
～
16
時

20
日
㈪
・
21
日
㈫　

11
時
～
15
時

⃝
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
小
さ
な
音
楽
会

《
日
時
》
２
月
18
日
㈯ 

・
19
日
㈰　

10
時
30
分
～
／
12
時
30
分
～
／
14

時
30
分
～

⃝
野
点

《
日
時
》
２
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰　

10
時
～ 

※
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了

⃝
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
入
場
料
　
高
校
生

以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
。

団
体
（
15
人
以
上
）
は
２
０
０
円
。

⃝
問
い
合
わ
せ

立
花
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

立
花
町
観
光
協
会

（
☎
３
７
・
１
０
５
５
）

八女伝統工芸館  ☎22・3131
組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）実演販売
2月26日㈰　10時～ 16時
和工房 山藤花「古布を使ったさげもん」作り教室
2月19日㈰・25日㈯・3月4日㈰　 13時～ 16時
和工房 山藤花「古布人形のおひなさまたち」
まつり期間中　9時～ 17時

八女人形会館  ☎24・5550
羽子板、雛人形、五月人形製作実演　まつり期間中

歌舞伎十八番押絵展示　期間中　9時30分～

徳川家と江戸時代の雛人形展　常設展示  9時30分～

谷
川
梅
林
で
の
催
し

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
で
の
催
し

谷川梅林を散策する来場者

　

 

期
間
／
２
月
18
日
㈯
～
26
日
㈰ 　
　

 

会
場
／
立
花
町
谷
川
梅
林
周
辺

第     

回
23

⃝
祭
り
期
間
中
、
坂
本
家
か
ら
い
た
だ
い
た

お
雛
様
も
八
女
市
立
図
書
館
２
階
坂
本
繁

二
郎
資
料
室
に
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
（
☎
２
３・１
９
８
２
）



式
典
で
三

田
村
市

長
は
、「
責
任

あ
る
社
会
人
と

し
て
の
自
覚
と

誇
り
を
持
ち
、

郷
土 

八
女
市

の
創
造
や
平
和

な
地
域
社
会
実

現
の
た
め
の
原

動
力
と
し
て
伸
び
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

八
女
学
院
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
華
々

し
く
は
じ
ま
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
新
成

人
太
鼓
「
歩あ

ゆ
み」
は
約
２
か
月
の
練
習
の
成
果

を
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、ニ
ュ
ー

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
川
﨑
病
院
・

ビ
ハ
ー
ラ
光
風
・
西
短
大
附
属
高
校
硬
式
野

球
部
に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
、
そ
し

て
新
成
人
太
鼓
Ｏ
Ｂ
の
Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
演
奏
な

ど
で
新
成
人
の
新
し
い
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

20歳の誓いを
胸に希望の門出

八女市成人式
第58回八女市成人式は1月８日㈰、八女市民会館「おりなす八女」
で行われ、718人が大人の仲間入りをしました。新成人は、今ま
で育ててくれた両親や、支えてくれた人たちにあらためて感謝す
るとともに、それぞれの20歳の誓いを胸にしていました。

司会を務め
た日笠山貴
志さんと大
石理絵さん
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子
ど
も
の
こ
ろ
の
私
は
、「
時
間
」
が
無
限
に
あ
る
か
の

よ
う
に
無
駄
な
時
間
を
多
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。「
将

来
」
を
深
く
考
え
ず
に
、
至
極
楽
観
的
に
今
ま
で
を
生
き

て
い
ま
し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
は
１
分
を
長
く
感
じ
、
中

学
生
の
時
は
一
時
間
が
退
屈
で
し
た
。
高
校
で
は
一
日
一
日

を
確
か
に
過
ご
し
て
い
た
の
に
、
今
で
は
全
て
が
短
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。

今
ま
で
の
私
は
「
将
来
」
に
つ
い
て
、
た
だ
悩
む
ば
か

り
で
し
た
。
物
事
を
深
く
追
求
せ
ず
、
安
易
に
考
え
、
簡

単
な
方
へ
逃
げ
る
ば
か
り
で
は
成
長
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

悩
ん
で
い
る
時
間
を
無
駄
で
は
な
い
も
の
に
変
え
る
た
め

に
、
や
り
た
い
こ
と
や
興
味
の
あ
る
こ
と
を
深
く
考
え
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
し
か

し
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
時
間
が
必
要
で
す
。時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
が
、
無
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
等
し
く
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
「
時
間
」
を
取
り
戻
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
無

駄
遣
い
を
せ
ず
に
大
切
に
過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
た
私
た
ち
は
、
そ
の
言
動
と
行
動
に
責

任
を
持
つ
「
大
人
」
と
し
て
こ
れ
か
ら
を
生
き
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
一
度
、
自
分
は
本
当
に
大
人

と
し
て
成
長
で
き
た
の
か
思
い
か
え
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
今
日
を
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、「
大
人
」
の
自
覚

を
持
ち
、
自
分
の
時
間
を
ど
う

使
い
、
ど
ん
な
人
生
に
な
る
の

か
を
考
え
な
が
ら
今
を
懸
命
に

生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新成人太鼓「歩
あゆみ

」

八
女
市
成
人
式
で
は
恒
例
と
な
っ
た
新
成
人

太
鼓
。
今
年
の
新
成
人
太
鼓
「
歩
」
の
メ
ン
バ
ー

は
男
性
９
人
、
女
性
４
人
の
計
13
人
。
自
ら
新

成
人
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
11

月
か
ら
週
２
回
、
八
女
消
防
本
部
署
員
ら
の
指

導
を
受
け
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
２
番
目
に
登
場
。
会
場
を
埋
め
た

同
じ
新
成
人
の
前
で
、
堂
々
と
し
た
太
鼓
の
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。最
後
に
花
束
を
受
け
取
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
「
11
月
か
ら
２
か
月
練
習
を
し
て

き
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

は
た
ち
の
主
張 

― 

内
田
萌
子
さ
ん

「
時
間
」
を
無
駄
使
い
せ
ず
に
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い

堂 と々した太鼓の演奏を披露

アトラクションで成
人式に華を添えた（上
から）ZION、八女学
院吹奏楽部、ニュー
チルドレンズ、川﨑
病院・ビハーラ光風・
西短大附属高校硬式
野球部によるよさこ
いソーラン節

地 域で20歳を迎えた成人をお祝いしようと
「矢部地区新成人を祝う集い」が1月3日㈫、矢
部公民館しゃくなげホールで行われました。
実行委員会が主催し、新成人の小中学校時代
の恩師や新成人の父母なども出席し、新成人
の門出を手づくりの式で祝いました。

矢
部
村
5 広報やめ　2012.2.1



平成 24 年度八女市にコミュニティＦＭ
ラジオ局が設立されることを受け、ラ

ジオの番組づくりを体験するワークショップ
（楽生クラブ）を開催します。収録した番組
は、インターネットラジオを通じて配信予定
です。皆さんも一緒にラジオを通して八女
市の魅力を発信してみませんか。このワー
クショップは、昨年度から慶應義塾大学飯
盛義徳研究室と協働で実施しているＩＴを
活用した中山間地域活性化事業『八女市元
気プロジェクト』の一環として行います。

2月13日㈪ 星野支所 18
時
30
分
～
21
時

※
４
日
間
行
い
ま
す
の

で
ご
都
合
の
よ
い
日
程

で
参
加
で
き
ま
す
。

2月14日㈫ 立花市民センター

2月15日㈬ 矢部公民館

2月16日㈭ 上陽公民館

　
農
林
水
産
省
の
「
資
源
循
環

型
地
域
活
力
向
上
対
策
事
業
」
の

支
援
を
受
け
て
開
設
し
た
、
福
岡

都
市
開
発
㈲
竹
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

が
黒
木
地
区
と
立
花
地
区
に
竹
の

買
取
り
出
張
所
を
開
設
し
ま
し

た
。

◆
黒
木
出
張
所
（
八
女
森
林
組

合
野
田
山
工
場
前
）

《
毎
週
火
・
金
曜
日
》
８
時
30
分

～
17
時
30
分

◆
立
花
出
張
所
（
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
駐
車
場
）

《
毎
週
水
曜
日
》
８
時
30
分
～
17

時
30
分

⃝
買
取
価
格
＝
１
ト
ン
当
た
り
４

千
５
百
円

⃝
竹
の
形
状
＝
長
さ
１
メ
ー
ト
ル

以
上
３
・
５
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、

太
さ
最
小
直
径
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
幹
部
分
の
み
。
孟
宗
竹
、

真
竹
に
限
り
ま
す
。

※
枯
れ
竹
、
虫
食
い
は
不
可
。

※
機
械
で
吊
り
上
げ
て
降
ろ
し
ま

す
の
で
、
底
を
上
げ
て
積
み
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
都
市
開
発

㈲
竹
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
（
筑
後
市

長
浜
１
５
５
５
番
地
１
）

☎
０
１
２
０
・
６
５
・
７
７
２
１

竹
林
管
理
で
お
困
り
の
人
へ

竹
の
買
取
り
出
張
所

が
開
設
さ
れ
ま
し
た

国民健康保険被保険者証が

一人１枚の
「カードサイズ」に
　変わります

国
保
か
ら
の

大
切
な

お
知
ら
せ

４月１日
から

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
は
、
３
月
31
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
る
た
め
、
４
月
か
ら
新
し
い
保

険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
こ
れ
ま
で
の
１
世
帯
１

枚
の
世
帯
証
様
式
か
ら
、一
人
１
枚

の
個
人
証
様
式
に
変
わ
り
ま
す
。

　
３
月
中
旬
か
ら
各
世
帯
ご
と
に

簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
届
い
た
ら
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
証
は
毎
年
更
新

で
す
。
平
成
24
年
度
の
カ
ー
ド
の

色
は
八
女
茶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
緑

色
」
で
す
。

　
　
の
印
が
つ
い
た
高
齢
受
給
者

証
は
、
保
険
証
に
同
封
し
て
自
宅

へ
郵
送
い
た
し
ま
す
。
有
効
期
限
は

平
成
24
年
７
月
31
日
で
す
（
75
歳

に
な
る
人
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）。

　
新
し
い
保
険
証
が
届
い
て
か
ら
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
、転
入
や
転
出・

健
康
保
険
へ
の
変
更
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
の
資
格
に
異
動
が
生
じ
た

人
は
、
新
旧
２
つ
の
保
険
証
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
に

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
事
前
に
市

役
所
、
各
支
所
国
保
担
当
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▽
市
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

▽
黒
木
総
合
支
所 

市
民
生
活
課

（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

高
齢
受
給
者
証
も
４
月
１
日
か

ら
新
し
く
な
り
ま
す

異
動
が
生
じ
た
人
は

新

ラジオ番組づくりを
体験してみませんか

八女元気プロジェクト
楽
がくせい

生くらぶ開催

《ファシリテーター》
八女市元気プロジェクト ラジオチーム

（慶應義塾大学飯盛義徳研究室研究生）

▼開催日時・場所

◦申し込み・問い合わせ
市長公室企画政策係
（☎２３・１１１０）

※黒木総合支所、各支所の国保担当窓口の名称が４月１日から変わります。今回
お届けする国民健康保険被保険者証は新しい課、係名の封筒で郵送いたします。
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大
阪
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
太
平

洋
研
究
所
）
が
全
国
の
７
８
０
市
を
対
象
に
、
独

自
の
採
点
方
式
で
行
っ
た
「
２
０
０
９
年
自
治
体
の
財
政

健
全
性
に
関
す
る
調
査
」
で
、
八
女
市
が
財
政
運
営
の
効

率
性
日
本
一
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
地
方
自
治
体
の
経
常
的
な
財
政
運
営
に

着
目
し
て
、
そ
の
健
全
性
お
よ
び
効
率
性
に
関
す
る
指
標

を
作
成
し
評
価
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、
総
務
省
が
公
表
し
て
い
る
２
０
０
９
年

度
（
平
成
21
年
度
）
の
各
市
の
決
算
状
況
調
を
も
と
に
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
独
自
の
分
析
方
法
に
よ
り
採
点
し
、
ラ

ン
キ
ン
グ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
一
人
当
た
り
の
地
方
税
収
と
65
歳
以
上

の
高
齢
者
比
率
が
、
財
政
収
支
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因

と
し
て
考
慮
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
要
因
に
よ
る
影
響
を
取

り
除
い
た
上
で
、
各
市
の
財
政
運
営
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
仮
に
税
収
が
少
な
く
、
高
齢
化
率
が
高
い

場
合
で
も
、
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
高

い
評
価
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
分

析
の
結
果
、
八
女
市
が
最
上
位
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
は
昨
年
12
月
15
日
に
発
表
さ
れ
、
新
聞
で
も

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
を
ご
覧
に
な
り
た

い
人
は
、「一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
」の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（http://w

w
w.apir.or.jp

）

日頃より、節電にご協力いただき大変ありがとうございます。お客様には、
ご不便とご迷惑をおかけし誠に申し訳ございませんが、まだまだ暖房の
必要な期間が続き電力需給が厳しい状態です。引き続き節
電にご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、節電を意識しすぎるあまり、衛生面、安全面および
防犯面で不適切なものとならないようご注意ください。
※ご協力いただきたい期間＝気温が低く暖房需要の多い３月30日㈮
までの平日　▽九州電力ＨＰにて、冬の節電事例をご紹介しています

九州電力株式会社 八女営業所 0120・986・210 www.kyuden.co.jp

今冬における節電のお礼とお願い

※
平
成
21
年
度
ま
で
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
３
月

末
を
も
っ
て
納
め
た
く
て
も
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
特
段

の
お
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

滞
納
の
期
間
に
応
じ
上
記
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災害など特別な事情があると認
められたときは、保険料の減免
や徴収の猶予を受けられること
があります。納付が難しいとき
はそのままにせず、まず担当窓
口に相談してください。

1年以上納めないと…
介護サービス費用の全額を

いったん利用者が負担し、申
請により後で保険給付分
（費用の９割）が支給

されます。

1年 6 か月
以上納めないと…

介護サービス費用給付の
一部または全部が一時的
に差し止めとなります。

2 年を過ぎると…
利用者負担が１割から３割に
引き上げられたり、高額介護
サービス費などが受けられ

なくなったりします。

督促または催告が行われま
す。督促手数料や延滞金

などを徴収されます。

納期限を過ぎると…

納
付
が
難
し
い

時
は
相
談
を

健康課介護認定係
（☎ 23・1353）
または各支所介護保
険担当窓口へ

都道府県 都　市
1人当たり
の地方税

（単位：千円）
高齢化率
（％） 標準残差

1 福岡県 八女市 92.45 28.97 4.53
2 岐阜県 端浪市 127.74 25.45 2.60
3 鹿児島県 阿久根市 80.84 34.55 2.51
4 静岡県 伊東市 164.25 32.0 2.32
5 愛知県 蒲郡市 166.61 24.67 2.31
6 千葉県 勝浦市 107.43 32.70 2.29
7 香川県 東かがわ市 109.24 32.98 2.28
8 千葉県 館山市 122.06 30.79 2.28
9 静岡県 裾野市 186.74 18.74 2.24
10 石川県 輪島市 91.46 37.01 2.22

八女市の財政運営効
率が日本一の評価！！

２００９年 自治体の財政健全性に関する調査介護保険料は納期限
内に納めましょう

介護認定係からのお知らせ

▼全国の順位
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第１回入札（13:20 ～ 13:30）
入札
番号

売却区
分番号 売却財産（名称） 最低公

売価額
1 Ｙ1 長財布 300
2 Ｙ2 なつめ 300
3 Ｙ3 おしぼりセット 100
4 Ｙ4 マリ・クレール プチグラスペアセット 700
5 Ｙ5 夫婦箸 200
6 Ｙ6 ヒロ・ヤマガタ ポスター『ハネムーン』 500
7 Ｙ7 鶴田一郎ポスター 500
8 Ｙ8 メロディー掛け時計 200
9 Ｙ9 壁掛け 「フラワーコレクション」 300
10 Ｙ10 九谷焼風絵皿 300
11 Ｙ11 小石原焼飾り皿 1,000
12 Ｙ12 綿毛布ペア 1,800
13 Ｙ13 ローズ毛布 1,500
14 Ｙ14 タオルセット① 100
15 Ｃ1 アウトドアチェア① 1,400
16 Ｃ2 アウトドアチェア② 1,000
17 Ｃ3 アウトドアチェア③ 1,000
18 Ｃ4 文庫ラック 500
19 Ｃ5 野球アンダーウエア 4,000
20 Ｃ6 タオルセット 1,000
21 Ｃ7 火災報知器 5,000
22 Ｃ8 テレビ② 25,000
23 Ｃ9 空気清浄機 5,000
24 Ｃ10 帆船模型 1,000
25 Ｈ1 スチール製組イス① 1,800
26 Ｈ2 スチール製組イス② 1,800
27 Ｈ3 折りたたみ机 900
28 Ｈ4 テレビ台 300
29 Ｋ1 遠赤外線ヒーター 1,200
30 Ｋ2 清酒の容器 500
31 Ｋ3 干支の清酒容器① 500
32 Ｋ4 干支の清酒容器② 500
33 Ｋ5 干支の清酒容器③ 500

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
物
件
を
公
売
し
ま
す

合
同
公
売
会

八女市
筑後市
広川町
福岡県

◉期日＝２月９日木
◉開場＝12時～
※物件の下見はこの時にお願いします
◉入札
第１回（13時20分～13時30分）
第２回（14時～14時10分）
第３回（14時40分～14時50分）
◉場所
八女市民会館おりなす八女

（ものづくり工房）

※公売とは、税の滞納者から差し押さえた財産
を入札等の方法で売却することです。合同公売
会では、複数の団体の公売を同時に行います。

▼
公
売
会
の
参
加
方
法

　
事
前
の
申
し
込
み
等
は
不
要
で
す
。
当
日
、
認
め
印

と
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
委
任
状
が
、
18
歳
未
満

の
人
が
入
札
す
る
場
合
は
保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▼
当
日
の
手
続
き

①
入
札

入
札
希
望
の
物
件
を
確
認
し
、
入
札
書
（
最
低
公
売
価

額
以
上
の
金
額
）
を
書
き
ま
す
。

②
落
札

最
低
公
売
価
額
以
上
で
最
高
価
額
の
入
札
者
が
、
落
札

者
と
な
り
ま
す
。

③
代
金
納
付

引
換
券
と
本
人
確
認
書
類
等
を
提
示
し
、
公
売
代
金
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（単位：円）
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第２回入札（14:00 ～ 14:10）
入札
番号

売却区
分番号 売却財産（名称） 最低公

売価額
34 Ｙ15 粉引パスタ皿セット 500
35 Ｙ16 湯ざまし 400
36 Ｙ17 深蒸し用急須 400
37 Ｙ18 タオルセット② 500
38 Ｙ19 バス・フェイスタオルセット① 200
39 Ｙ20 タオルセット③ 500
40 Ｙ21 マリ・クレール キッチンストッカー 600
41 Ｙ22 円筒型ガラス製花瓶 1,000
42 Ｙ23 タオルケット① 800
43 Ｙ24 パーティーセット 700
44 Ｙ25 ふきんセット① 100
45 Ｙ26 箸・箸置きセット 750
46 Ｙ27 ふきんセット② 200
47 Ｙ28 バス・フェイスタオルセット② 500
48 Ｃ11 テレビ③ 35,000
49 Ｃ12 デジタルカメラ 4,000
50 Ｃ13 切手シート① 1,900
51 Ｃ14 切手シート② 4,000
52 Ｃ15 切手シート③ 3,200
53 Ｃ16 切手シート④ 6,700
54 Ｃ17 切手シート⑤ 2,500
55 Ｃ18 切手シート⑥ 6,600
56 Ｃ19 切手シート⑦ 3,800
57 Ｃ20 旅行券 45,000
58 Ｃ21 壺 1,500
59 Ｈ5 脇机 500
60 Ｈ6 書類庫 500
61 Ｋ6 干支の清酒容器④ 500
62 Ｋ7 干支の清酒容器⑤ 500
63 Ｋ8 干支の清酒容器⑥ 500
64 Ｋ9 干支の清酒容器⑦ 500
65 Ｋ10 干支の飾り（台付） 500
66 Ｋ11 花瓶① 1,200

第３回入札（14:40 ～ 14:50）
入札
番号

売却区
分番号 売却財産（名称） 最低公

売価額
67 Ｙ29 安土楕円皿揃 400
68 Ｙ30 タオルケット② 700
69 Ｙ31 タオルセット④ 200
70 Ｙ32 飾り台 500
71 Ｙ33 綿毛布 1,000
72 Ｙ34 座布団カバーセット 500
73 Ｙ35 敷毛布 1,200
74 Ｙ36 大判バスタオル① 400
75 Ｙ37 バス・フェイスタオルセット③ 700
76 Ｙ38 大判バスタオル② 400
77 Ｙ39 バスタオル・マット 1,000
78 Ｙ40 液晶テレビ 10,000
79 Ｙ41 デジタルビデオカメラ 5,000
80 Ｙ42 DVDプレーヤー 1,000
81 Ｙ43 双眼鏡 1,000
82 Ｃ22 バット（硬式用） 3,000
83 Ｃ23 タンス① 1,000
84 Ｃ24 タンス② 1,000
85 Ｃ25 テレビ① 35,000
86 Ｃ26 テレビ④ 42,000
87 Ｃ27 スカーフ 3,000
88 Ｃ28 ネックレス / ピアス 1,000
89 Ｃ29 指輪① 16,000
90 Ｃ30 指輪② 25,000
91 Ｃ31 旧紙幣① 3,000
92 Ｃ32 旧紙幣② 3,000
93 Ｈ7 双耳壷 25,000
94 Ｋ12 花瓶② 1,500
95 Ｋ13 洋風花瓶 500
96 Ｋ14 一輪挿し 500
97 Ｋ15 ＤＶＤ 300

◆
落
札
者
が
公
売
代
金
を
納
付
す
る
時
ま
で
に
滞
納
税
額

完
納
の
事
実
が
証
明
さ
れ
た
と
き
、
ま
た
は
公
売
を
取
り

消
す
べ
き
理
由
が
あ
る
と
き
は
公
売
を
取
り
消
し
ま
す
。

（単位：円） （単位：円）

※売却区分番号の頭文字は Y ＝八女市、C ＝筑後市、H
＝広川町、K ＝筑後県税事務所を表します。

④
物
件
引
渡

代
金
（
現
金
）
納
付
の
確
認
後
、
物
件
の
引
き
渡
し
を

し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

▽
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
・
福
岡
県
は
、
公
売
財

産
に
つ
い
て
、
瑕
疵
担
保
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

▽
ブ
ラ
ン
ド
名
や
作
者
名
、
焼
き
物
の
名
称
等
の
記
載

は
、
本
物
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
電
化
製
品
に
つ
い
て
も
、
動
作
や
品
質
を
保
証
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
出
品
物
は
、
未
使
用
品
で
あ
っ
て
も
中
古
品
扱
い
と

し
ま
す
。
経
年
劣
化
や
汚
れ
、
傷
等
が
あ
る
物
件
も
あ

り
ま
す
。
現
物
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
公
売
物
件
の
見
積
価
額
（
最
低
公
売
価
額
）
は
低
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
返
品
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
よ
く

現
物
を
確
認
し
、
注
意
事
項
を
納
得
の
う
え
、
入
札
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
物
件
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
売
却
区
分
番
号
頭

の
区
分
（
Ｙ
：
八
女
市 

Ｃ
：
筑
後
市 

Ｈ
：
広
川
町 

Ｋ
：

筑
後
県
税
事
務
所
）
に
応
じ
、
各
市
町
の
徴
収
担
当
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
八
女
市
役
所
総
務
部
納
税
課
徴
収
係

（
☎
０
９
４
３・２
３・２
６
６
６
）

◦
筑
後
市
役
所
総
務
部
税
務
課
収
納
係

（
☎
０
９
４
２・６
５・７
０
１
１
）

◦
広
川
町
役
場
税
務
課
徴
収
係

（
☎
０
９
４
３・３
２・１
１
１
４
）

◦
筑
後
県
税
事
務
所
収
税
課

（
☎
０
９
４
２・５
２・５
１
３
５
）
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平
成
23
年
中
の
所
得
の
申

告
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
と
し
て
控

除
す
る
た
め
に
は
、『
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
』
の
添
付
が
必
要
で
す
。

平
成
23
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
控

除
証
明
書
が
昨
年
11
月
ま
た
は

今
年
２
月
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告

の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や

領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人

昨
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
、
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人

▼
昨
年
11
月
に
送
付
さ
れ
た
人

昨
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
日
本
年
金
機

構
・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・

１
１
７
　
☎
０
３
・
６
７
０
０
・

１
１
３
０
）
※
３
月
15
日
ま
で

確
定
申
告
の
受
付
日
程
は
旧
町
村

の
旧
校
区
・
地
区
で
振
り
分
け

し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
の
会

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
待
ち
時
間
短

縮
の
た
め
、
農
業
等
の
収
支
計
算
や
領

収
書
は
必
ず
事
前
に
整
理
し
て
か
ら
申

告
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
、
消
費
税
の
申

告
お
よ
び
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控

除
や
土
地
や
株
の
譲
渡
等
が
あ
る
人
は

八
女
税
務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館 

◉
期
間
＝
２
月
１
日
㈬
～
３
月
15
日
㈭

◉
時
間
＝
９
時
～
16
時

※
土
日
・
祝
日
除
く

◉
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署

（
☎
２
３・５
１
９
１
）

確定申告時には
「国民年金保険
料控除証明書」
が必要です

久
留
米
年
金
事
務
所
の
職
員
が

八
女
商
工
会
議
所
で
個
別
に
年

金
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
を

希
望
す
る
人
は
、
前
日
ま
で
に
同

事
務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
期
日
＝
２
月
15
日
㈬・３
月
21

日
㈬

⃝
時
間
＝
10
時
～
12
時
、13
時
～

15
時

⃝
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
久

留
米
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・
６
１
９
２
）

※
年
金
受
給
・
請
求
の
問
い
合

わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５

お
気
軽
に
年
金
相
談

▼上陽支所（八女市役所税務課市民税係　☎23・1113）

日　　程 対象地区 会場・時間午　　前 午　　後
2月1日㈬ 上横山第1 上横山第2

上陽支所
2階大会議室
9時～ 16時30分

2月2日㈭ 下横山第1・第2 久木原
2月3日㈮ 北川内第1 北川内第2
2月6日㈪ 北川内第3 北川内第4・第5

確定申告書受付日程

▼星野支所（市民生活福祉課市民・税務係　☎52・3113）
日　　程 対象地区 会場・時間
2月7日㈫ 小野地区

星野支所大集会室
9時～ 16時30分

2月8日㈬ 椋谷地区
2月9日㈭ 星野地区
2月10日㈮ 上郷地区

▼矢部支所（市民生活福祉課市民・税務係　☎47・3111）
日　　程 対象地区 会場・時間
2月1日㈬ １区・２区

矢部公民館
9時～ 16時30分

2月2日㈭ ３区・４区
2月3日㈮ ４区・５区
2月6日㈪ ６区　　　

▼黒木総合支所（市民生活課税務係　☎42・1463）

日　　程 対象地区 会場
時間午　　前 午　　後

2月7日㈫
大淵・大淵中央・北
大淵・東・剣持・無田・
吹原・月足

上鹿子尾・下鹿子尾・
南笠原・釈形 黒

木
総
合
支
所
大
会
議
室　
９
時
～
16
時
30
分

上記のほか、譲渡所得・山林所得や営業所得のある人

2月8日㈬
花渡・神露淵・四条野・
岳弓掛・荒谷・東木屋・
山中

笠原中央・椿原・北
木屋

上記のほか、譲渡所得・山林所得や営業所得のある人
2月9日㈭ 南木屋・上田代・中田代 原・下名・中名
2月10日㈮ 下田代・鹿子生・上名 湯辺田・田本・中原
2月13日㈪ 本分中央・下本分 犬山・南本分
2月14日㈫ 上北本分 西桑原
2月15日㈬ 馬場 東桑原
2月16日㈭ 谷蓮輪 西今
2月17日㈮ 栄町・下町・中町・東上町 東今・西上町

▼八女市役所（税務課市民税係　☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場・時間

2月16日㈭～ 3月15日㈭
（土・日・祝日は除く）

八女市
全地区

八女市役所2階205会議室
9時～ 16時30分

▼立花支所（市民生活福祉課市民・税務係　☎23・4932）
日　　程 対象地区 会場・時間

2月21日㈫・27日㈪ 光友地区

たちばな市民センター
イベントホール
9時～16時30分

2月22日㈬・28日㈫ 辺春地区
2月23日㈭・29日㈬ 北山地区

2月24日㈮・3月1日㈭ 白木地区
3月2日㈮ 立花全地区

控除
証明書

平成23年分の確定申告が始まります

確定申告の準備は
お済みですか？
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30

お
む
つ
代
に
つ
い
て
は
、
医
師
か

ら
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
あ
れ
ば
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
２
年
目
以
降
の
人
で

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、
市
役

所
で
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
証
明
手
数
料

３
０
０
円
）。

▼
条
件

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
確

定
申
告
の
対
象
年
に
発
行
さ
れ
た
主

治
医
意
見
書
の｢

障
害
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度｣

の
記
載
が
Ｂ
１
、
Ｂ

２
、
Ｃ
１
ま
た
は
Ｃ
２
の
人
で
、
か
つ
、

「
尿
失
禁
」
の
発
生
可
能
性
の
記
載
が

「
あ
り
」
の
人
で
す
。

ま
た
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
の

有
効
期
間
が
13
か
月
以
上
で
確
定
申

告
対
象
年
中
に
主
治
医
意
見
書
が
発

行
さ
れ
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
前

年
の
主
治
医
意
見
書
で
確
認
し
ま
す
。

65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
認
知

症
な
ど
、
老
齢
に
よ
り
身
体

ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
で
、
市

が
障
害
者
控
除
対
象
者
と
認
定
し
た

場
合
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
く
て
も
税
法
上
の
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
認
定
は
申

請
に
基
づ
き
個
々
の
状
態
を
判
定
し
、

認
定
さ
れ
た
人
に
は
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
税
の

申
告
に
は
こ
の
認
定
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
認
定
書
の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
、
65
歳
以

上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
（
40
歳
か
ら
64
歳
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
含
む
）。

※
調
査
の
結
果
、
交
付
の
該
当
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
認
定
書
は
、
障
害
者
の
認
定
と

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
認
定
書
は
、
税
の
申
告
以
外
の

目
的
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

要介護認定者の障害者控除・
医療費控除について

おむつ代の医療費控
除適用のための「お
むつ使用証明書」を
発行します

「障害者控除対
象者認定書」を
発行します

江
戸
時
代
か
ら
平
成
の
現
代
ま
で
長
い
歴
史
を
彩
っ
て
き
た
繊

細
で
美
し
い
八
女
の
お
ひ
な
さ
ま
た
ち
。
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
庶
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
飾
ら
れ
た
郷
土
雛
「
箱

び
な
」
を
は
じ
め
豪
華
な
段
飾
り
や
平
安
時
代
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ

る
船
遊
び
の
情
景
な
ど
約
三
百
体
の
お
ひ
な
さ
ま
が
「
雛
の
里
・
八

女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
に
先
駆
け
て
、
横
町
町
家
交
流
館
で
皆
さ
ま

と
の
出
会
い
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

⃝
期
間
＝
１
月
31
日
㈫
～
３
月
25
日
㈰

⃝
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館（
八
女
市
本
町
94
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

◦地場産品発掘・ブランド化事業…松本和弥（筑紫野市）
◦未来を担う子どもの教育および少子化対策事業
　森下たける（埼玉県）、匿名 12 件
◦環境保全事業…平石勝之（大野城市）、森下たける（埼玉県）
◦その他市長が必要と認める特定の事業
てもみ処ヴェルデ八女店、匿名 1 件
※12月末現在残高＝1512万1304円

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

八　
の女

医療費
控除

障害者
控除

問い合わせ
▶健康課介護認定係（☎23・1353）
▶各支所介護保険担当窓口

2・3月の
横町町家
交流館の
催し

おひなさまたち展
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昨
年
11
月
に
突
然
、
八
女
市
の
大
正
町
駐

車
場
か
ら
国
道
４
４
２
号
線
に
出
る
時
の
信

号
機
が
な
く
な
り
、
と
ま
ど
っ
て
し
ま
い
ま
し

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問

な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
、
本
庁
お
よ

び
各
支
所
に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱

な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
紙
面
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案

に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら

直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思
わ

れ
る
意
見
書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応

し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

絆
て
ふ
言
葉
の
重
き
去
年
今
年

奥
八
女
の
匂
ひ
束
ね
し
歯
朶
を
買
う

挿
木
し
て
忘
れ
て
ゐ
た
り
寒
の
菊

初
雪
は
初
恋
の
ご
と
消
え
に
け
り

名
峰
や
雪
乗
せ
て
こ
そ
富
士
の
山

水
の
尾
を
残
し
て
急
ぐ
冬
の
海

袈
裟
も
な
く
た
ど
た
ど
し
く
も
初
諷
経

一
億
の
絆
響
か
せ
除
夜
の
鐘

賀
状
来
る
そ
の
人
柄
を
偲
び
つ
つ

い
つ
の
間
に
実
と
な
り
た
る
や
花
八
手

初
日
の
出
杜も
り

の
静し
じ
ま寂

の
氏
神
に

赤
椿
一
輪
残
し
晦
日
越
す

く
す
の
実
句
会
（
黒
木
町
）青

木
早
弓

寺
田
睦
子

内
藤
キ
ヨ
子

松
尾
ア
サ
子

鍋
島
翔
山

平
島
照
男

野
﨑
万
智
子

吉
泉
守
峰

三
宅
仁
旭

草
場
恵
子

合
原
幸
男

加
藤
ツ
ギ
子

た
。
信
号
機
が
な
く
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
は
、

国
道
４
４
２
号
線
の
東
西
の
信
号
は
無
視
し

て
、
直
進
・
右
折
・
左
折
し
て
も
構
わ
な
い
、

違
反
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

私
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
正
面
に
信
号
機
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
。
大
正
町
駐
車
場
を
利

用
さ
れ
る
人
も
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
男
性
）

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
信
号

機
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
撤
去
し
て

問
題
が
な
い
信
号
機
に
つ
い
て
は
警
察
庁
の
方

針
で
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
町
交
差

点
の
駐
車
場
側
か
ら
の
信
号
機
の
撤
去
に
つ
い

て
も
、
今
回
八
女
警
察
署
交
通
課
に
お
い
て
処

理
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
直
進
・
左
折
・
右
折
の
通
行
に
つ
い

て
は
信
号
機
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
い
つ
で
も
可

能
で
す
が
、
交
通
安
全
上
、
歩
道
前
の
一
旦
停

止
は
も
と
よ
り
、
前
方
左
右
か
ら
車
両
確
認

な
ど
の
安
全
確
認
は
十
分
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
八
女
警
察
署
交
通

課
交
通
指
導
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
）

　
20
年
く
ら
い
前
、
黒
木
中
学
校
の
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
を
見
に
行
っ
た
時
、
初
め
て
吹
奏
楽

部
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た

の
で
次
の
年
に
も
行
き
、
有
線
放
送
で
案
内
が

流
れ
た
ら
楽
し
み
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は

大
正
町
駐
車
場
か
ら
国
道
へ
出
る
際
の

信
号
が
な
く
な
り
不
安
を
感
じ
ま
す

黒
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

あ
ま
り
体
調
が
良
く
な
く
見
に
行
け
ま
せ
ん

が
、
吹
奏
楽
部
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
生
徒
さ
ん
た
ち
に
は
も
ち
ろ
ん
。

保
護
者
や
私
の
よ
う
に
好
き
で
観
に
行
く
者

の
た
め
に
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
50
代
・
女
性
）

　
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

少
子
化
に
伴
い
学
校
の
部
活
等
も
種
目
に
よ
っ

て
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
黒
木
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

に
つ
い
て
は
、
現
在
部
員
数
も
確
保
で
き
て
お

り
、
生
徒
さ
ん
た
ち
は
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
演
奏
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
地
域

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
、
今
後
も
継
続
で
き
て

い
く
よ
う
に
、
学
校
に
も
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
学
校
教
育
課
）　

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 24.2）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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2月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～20時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

伝
統
本
玉
露
を
守
る 

立
石
安や

す
　
の
り範
さ
ん・
保や

す
　
こ子
さ
ん
（
星
野
村
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》※月曜・祝・休日、館内整理日  
6 ㈪ ,11㈷ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,24 ㈮※館内整理日,27 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6 ㈪ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,24 ㈮※館内整理日,27 ㈪

図書館の休館日

2月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

立石さんの自宅には、たくさんの賞状とトロ
フィーが並びます。今でも二人三脚。「お父さ
ん今日は何をしたよ」と、保子さんは一日ので
きごとを毎日安範さんに報告しています。

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

7 ㈫ ,11㈷ ,14 ㈫ ,21㈫ ,24 ㈮※館内整理日,28 ㈫

38

絵本や紙芝居など親子
でお楽しみください。

♥本館　4日、11日、
18日、25日
※いずれも土曜日14
時～おはなしコーナー

2月のよみきかせ

2月の
あかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象に
よみきかせやわらべ
うたなど。
♥本館15日㈬11時
～おはなしコーナー
♥黒木分館　
23日㈭11時～
おはなしコーナー

　
平
成
23
年
度
全
国
茶
品
評
会
の
玉
露

の
部
で
、
立
石
安
範
さ
ん
・
保
子
さ
ん

夫
妻
の
お
茶
が
最
高
賞
の
農
林
水
産
大

臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
立
石
さ
ん
が
同

賞
を
受
賞
す
る
の
は
今
回
が
６
度
目
で
、

全
国
最
多
。
病
気
で
入
院
中
だ
っ
た
安

範
さ
ん
は
８
月
に
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い

た
あ
と
、
９
月
に
逝
去
。
80
歳
で
し
た
。

　
夫
婦
と
も
星
野
村
で
育
ち
、
50
年
以

上
お
茶
栽
培
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

長
年
出
品
し
て
き
ま
し
た
が
、
転
機
と

な
っ
た
の
は
知
人
の
勧
め
に
よ
り
植
え

た
さ
え
み
ど
り
で
の
出
品
で
し
た
。
平

成
17
年
、
出
し
て
い
き
な
り
全
国
一
と

な
り
、
平
成
21
年
ま
で
５
年
連
続
の
日

本
一
を
達
成
し
ま
す
。

「
と
に
か
く
熱
心
で
、
毎
日
茶
畑
に
出
か

け
て
い
ま
し
た
。
自
然
が
相
手
な
の
で
条

件
は
毎
年
変
わ
る
と
、
何
か
あ
っ
た
ら
す

ぐ
に
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
皆
様
に
相
談
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
平
成
22
年
は
霜
の
害
で
納

得
の
い
く
お
茶
が
で
き
ず
、
出
品
を
断
念

し
ま
し
た
。
そ
の
時
も
相
当
な
決
心
が

い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は
揉
ん
だ
時

か
ら
、『
今
年
は
大
丈
夫
』
と
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
」と
保
子
さ
ん
。

　
６
月
に
入
院
し
た
あ
と
も
週
末
ご
と

に
自
宅
に
帰
り
、
茶
畑
を
見
て
い
た
安

範
さ
ん
。
審
査
結
果
を
心
待
ち
に
し
、

６
度
目
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
知
ら
さ

れ
る
と
大
喜
び
で
し
た
。『
皆
様
の
お
陰
』

が
口
癖
で
、
最
後
ま
で
感
謝
の
思
い
が

頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
11
月
の
表
彰
式
で
は
、
安
範
さ
ん
の

写
真
と
一
緒
に
壇
上
へ
上
が
っ
た
保
子

さ
ん
。「
二
人
に
と
っ
て
お
茶
は
宝
。
伝

統
本
玉
露
を
守
っ
て
い
く
使
命
感
で
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
お
茶
づ
く
り
は
大

変
な
作
業
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
体
の

続
く
限
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

夫婦二人三脚で

６度の玉露
日本一に輝く

絵本だいすきよみきかせ
ボランティアがよみきか
せなどをします。
♥２月４日㈯ 11時・14 時
♥２月５日㈰ 11時・14 時
♥２月11日㈷11時・14 時
♥２月12日㈰11時・14 時
※ 12 日㈰ 11時はあか
ちゃん対象です。

草場一壽「いのちのまつり」講演会♥日時＝２月４日㈯14 時～
♥場所＝八女文化会館ホール

「今を生きる」おはなしかい
♥日時＝２月７日㈫10時45分～
♥場所＝八女文化会館ホール
♥出演＝おはなしたまてばこ
           （久留米市）

絵本だいすき

「いのち」をテーマにたくさ

んの絵本を集めました。

「いのち」の大切さ、あり

がたさに感動できるひとと

きをお送りします。お勧め

の本も展示しています。

♥期日＝2月4日㈯～12日㈰

♥場所＝八女市立図書館・

　　　本館

郷土史講座

⃝
日
時
＝
３
月
10
日
㈯
13
時
～

⃝
演
題
＝
「
邪
馬
台
国
は
八
女
だ
」

⃝
講
師
＝
真
野
和
夫
さ
ん
（
元
大
分
県
立
博
物

館
副
館
長
）

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
　
研
修
棟

⃝
定
員
＝
50
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書
館
本

館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）
お
よ
び
各
分
館

邪馬台国の
謎に迫る
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僕
の
家
に
は
、
病
気
の
た
め
に

視
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
叔

父
が
い
る
。
気
さ
く
な
性
格
で
、
い
つ

も
笑
顔
で
い
る
、
優
し
い
人
で
あ
る
。

僕
も
叔
父
さ
ん
の
こ
と
は
大
好
き
な

の
だ
が
、
そ
ん
な
叔
父
さ
ん
を
傷
つ

け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
の
日
、
僕
は
、
ど
う
し
よ
う
も

な
く
苛
立
っ
て
い
た
。
友
達
と
の
喧

嘩
、
部
活
で
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
小

さ
い
こ
と
が
積
も
り
に
積
も
っ
て
い

た
。
家
に
帰
っ
て
も
苛
立
ち
は
消
え

ず
、
た
だ
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
と
し
て
い
た
。

　
そ
の
日
も
、叔
父
さ
ん
は
明
る
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
明
る
さ
に
も
な

ぜ
か
腹
が
立
っ
た
。
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
申
し
訳
程
度
の
あ
い
さ
つ
を
し
、

叔
父
の
横
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る

と
、
肩
が
ぶ
つ
か
り
、
僕
は
情
け
な

く
転
ん
で
し
ま
っ
た
。
苛
立
ち
が
頂

点
に
達
し
た
。

「
前
く
ら
い
見
て
ば
い
！
」

　
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
絶
対
に
言
わ

な
い
よ
う
に
心
に
決
め
て
い
た
の
に
。

叔
父
は
、
昔
こ
の
言
葉
を
受
け
、
酷

く
傷
つ
い
た
こ
と
が
あ
る
と
祖
父
か

ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う

言
葉
だ
け
は
絶
対
に
言
わ
な
い
で
く

れ
、
と
も
。

　
あ
の
時
の
叔
父
の
顔
は
、
今
で
も

目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
と
て
も
悲

し
そ
う
な
、
哀
し
そ
う
な
顔
だ
っ
た
。

　
次
の
日
、
家
に
帰
っ
た
僕
は
、
居

間
に
叔
父
を
見
つ
け
た
。
謝
ら
な
け

れ
ば
。
僕
は
急
い
で
居
間
に
上
が
り
、

必
死
に
謝
っ
た
。
す
る
と
、
叔
父
は
、

「
よ
か
よ
、
魁
く
ん
。
僕
も
昔
そ
ん
な

こ
と
言
わ
れ
て
か
ら
、
が
ば
凹
ん
だ

ば
っ
て
ん
ね
、
今
は
見
え
ん
で
ん
何

で
ん
で
き
る
し
ね
。
洗
濯
物
も
干
し

に
行
け
る
し
、
学
校
だ
っ
ち
ゃ
行
け

る
し
。
も
う
、
こ
こ
ま
で
長
い
間
い
っ

し
ょ
に
お
る
ん
な
ら
、
も
う
障
害
や

な
く
て
、
個
性
ん
ご
た
る
も
ん
た
い
。」

　
と
、
許
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

い
つ
も
見
る
あ
の
優
し
い
笑
顔
を
見

せ
た
後
、
お
茶
を
す
す
っ
た
。
叔
父

自
身
が
入
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
軽
い
雑
談
を
交
わ
し
、

い
つ
も
の
調
子
で
居
間
を
出
た
。
直

後
、
僕
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

拭
っ
て
も
拭
っ
て
も
止
ま
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
叔
父
を
傷
つ
け
た
こ
と
に
対

す
る
罪
悪
感
か
ら
な
の
か
、
い
つ
も

と
変
わ
ら
ぬ
あ
の
優
し
い
笑
顔
を
ま

た
見
れ
た
と
い
う
安
心
感
か
ら
な
の

か
、
障
害
を
個
性
と
言
え
る
叔
父
の

偉
大
さ
を
見
た
か
ら
な
の
か
、
未
だ

に
分
か
ら
な
い
で
い
る
。

　
そ
の
日
か
ら
、
僕
の
障
害
の
あ

る
人
を
見
る
目
が
少
し
ず
つ
だ
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
障
害
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
変
に
気
を
つ
か
っ
た
り
、
交

流
を
避
け
る
の
を
や
め
た
。
た
だ
、

困
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
と
こ
と

ん
手
助
け
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
目
が
見
え
な
い
、
耳
が
聴
こ
え
な

い
、脚
が
不
自
由
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
な
い
…
…
。
そ
の
よ
う
な
、

先
天
後
天
関
係
な
く
持
っ
て
い
る
障

害
を
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
、
他

の
人
に
は
な
い
個
性
だ
と
思
う
よ
う

に
し
た
の
だ
。
そ
う
や
っ
て
自
然
に

人
と
接
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

人
権
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
く
る
と
思
う
し
、
何
よ
り

絶
対
に
楽
し
い
で
は
な
い
か
。

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

自
分
を

見つめ
な
お
す

　市では、今年度も12 月の人権週間にち
なみ、市民一人一人が人権の大切さについ
て考え、体感する機会として、スマイルフェ
スタやめ 2011（12 月3日、おりなす八女）
を開催しました。小・中学生による人権の主
張（作文）発表、記念講演を中心に、様々
な団体による展示や体験教
室、ふれあいバザーなど多
彩なイベントを行いました。
寒い日にもかかわらず、楽
しくあたたかな空気に包まれ
た一日となりました。
　今回は、当日発表された人
権作文の一つを紹介します。

「
障
害
？
」　
福
島
中
学
校
３
年
　
鶴
　
魁か
い 

道ど
う

記念講演で熱く語る弁
護士の菊地幸夫さん車いすダンス体験の様子

第 31回
全国中学生
人権作文
コンテスト

（
福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催
）
福
岡
県
大
会
奨
励
賞



　
八
女
市
北
東
部
に
位
置
し
、
林 

業
や
お
茶
・
花
木
・
棚
田
米
等
の
生

産
が
盛
ん
で
、
観
光
に
も
力
を
入

れ
、
人
情
味
豊
か
で
大
自
然
に
恵
ま

れ
た
す
ば
ら
し
い
地
域
で
す
。

★
校
訓

創
造
・
敬
愛
・
剛
健

★
教
育
目
標

郷
土
を
愛
し
、
将
来
を
見
つ
め
、
賢

く
、
優
し
く
、
逞
し
く
生
き
る
生
徒

の
育
成

　
星
野
村
に
誇
り
を
持
ち
、
自
身
の

将
来
の
生
き
方
を
見
つ
め
、
勉
学
に

励
み
、
人
と
し
て
の
優
し
さ
を
持
っ

て
、
力
強
く
生
き
て
い
こ
う
と
す
る

生
徒
を
育
成
す
る
。

★
重
点
目
標

一
、
学
力
の
向
上

聴
き
合
い
、
関
わ
り
合
い
、
学
び
合

う
生
徒

二
、
集
団
力
の
向
上

認
め
合
い
、
支
え
合
い
、
助
け
合
う

生
徒

★
八
女
市
平
和
祈
念
式
典（
写
真
①
）

　
星
野
村
に
は
、
故
山
本
達
夫
氏
が

終
戦
直
後
、
広
島
の
原
爆
の
火
を
カ

イ
ロ
で
持
ち
帰
り
、
そ
の
「
火
」
が

今
も
燃
え
続
け
て
い
ま
す
。
八
月
六

日
に
は
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う

八
女
市
平
和
祈
念
式
典
が
星
野
村

平
和
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
本
校

生
徒
は
、
こ
の
「
火
」
を
も
と
に
作

ら
れ
た
「
こ
の
灯
を
永
遠
に
」
と
い

う
曲
（
カ
ン
タ
ー
タ
）
を
思
い
を
こ

め
て
朗
読
、
合
唱
し
て
い
ま
す
。

★
よ
き
伝
統
は
先
輩
か
ら
後
輩
へ

引
き
継
が
れ
ま
す
（
写
真
②
）

　
重
点
目
標
で
も
あ
る
「
学
び
合

う
」
授
業
づ
く
り
と
「
支
え
合
う
」

集
団
づ
く
り
は
、
卒
業
式
前
日
、
三

年
生
の
学
級
目
標
と
し
て
後
輩
へ
引

き
継
が
れ
ま
す
。

★
あ
い
さ
つ
運
動
（
写
真
③
）

　
あ
い
さ
つ
は
人
と
人
と
の
心
を
つ

な
ぐ
魔
法
の
言
葉
、
み
ん
な
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

八女市星野村9500番地3（☎52・2012）
●校長･志風孝太郎 ●職員数 20人 ●学級数 4   ●生徒数 80人

星野中学校 学
校
訪
問
⑳ 

八女市平和祈念式典で「この灯を永遠に」を
合唱（写真①）

朝は明るい笑顔とあいさつから（写真③）

先輩から後輩へ引き継がれる伝統（写真②）

火
災
平
成
23
年
に
お
け
る
八

女
消
防
本
部
管
内
の
出

火
件
数
は
53
件
で
し
た
。
当
消
防
本
部

発
足
以
来
年
間
最
低
出
火
件
数
で
あ
っ

た
前
年
（
38
件
）
と
比
較
す
る
と
、
15

件
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
種
別
を
み
る
と
建
物
火
災
が
17

件
、
林
野
火
災
が
８
件
、
車
両
火
災
が

７
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
21
件
と
な
っ

て
お
り
、
す
べ
て
の
種
別
に
お
い
て
増

加
し
、
残
念
な
が
ら
４
人
の
死
傷
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に

止
め
る
た
め
に
は
、
火
災
の
早
期
発
見

が
最
も
重
要
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
早

め
に
設
置
し
、
火
災
か
ら
大
切
な
生
命・

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

救
急
平
成
23
年
中
の
管
内

の
救
急
出
動
件
数
は

３
８
３
７
件
で
、
３
７
２
２
人
を
搬
送

し
ま
し
た
。
過
去
最
高
で
あ
っ
た
前
年

の
出
動
件
数
を
さ
ら
に
29
件
上
回
り
、

３
年
連
続
で
最
高
件
数
を
更
新
し
ま
し

た
。事

故
種
別
で
み
る
と
急
病
が

２
２
２
２
件
、
一
般
負
傷
が
５
６
６
件
、

交
通
事
故
が
４
１
０
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
迅
速
な
通
報
、
適
切
な

応
急
手
当
に
よ
り
、
速
や
か
に
病
院
へ

と
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ス
ム
ー

ズ
な
対
応
で
、
一
人
で
も
多
く
の
地
域

住
民
の
生
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出
場
件

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
不
適
正
な
救

急
車
の
利
用
は
、
緊
急
性
が
あ
り
本
当

に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対

し
て
、
適
切
な
救
命
処
置
等
が
遅
れ
、

救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い

て
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平成23年 火災・救急概要
八女消防本部（☎24・0119）

　福岡県立定時制課程では、満20歳以上で希
望する人に対し、学力検査を行わず作文にて
入学者選抜を行う特別措置を実施しています

（一部学校を除く）。これから勉強を始めて、高
校卒業資格を得たいと考えている人の入学を
お待ちしています。
⃝志願資格＝高校入学資格がある満20歳（平
成24年4月１日現在）以上の人
⃝願書配布場所・試験会場＝志願先高校
⃝志願期間＝2月15日㈬～ 22日㈬　
※最終日は正午まで
⃝試験日＝3月13日㈫・14日㈬
⃝問い合わせ＝県教育庁高校教育課（☎092・
643・3904）または志願先高校
s http://www.pref.fukuoka.lg.jp/e04/teiji.html

県立定時
制高校入試
の特例措置を
実施しています

県立定時制高校へ入学を希望する20歳以上の皆さんへ

15 広報やめ　2012.2.1
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八
女
市
は
、
辺
春
診
療
所
と
な

る
旧
上
辺
春
小
学
校
の
無
償
貸
付

契
約
を
久
留
米
市
の
医
療
法
人

「
天
神
会
」
と
交
わ
し
ま
し
た
。
同

法
人
の
古
賀
伸
彦
理
事
長
な
ど
が

出
席
し
、
12
月
26
日
㈪
に
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
神
会
は

「
人
々
の
豊
か
な
生
涯
を
支
援
す
る

医
療
」
を
理
念
に
掲
げ
、
久
留
米

市
内
に
３
つ
の
病
院
を
経
営
し
て

い
ま
す
。

古
賀
理
事
長
は
「
辺
春
地
区
の

地
域
医
療
に
力
を
貸
す
こ
と
が
で

き
、
責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

添
っ
て
病
院
の
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
「
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
な
働
き
か
け
と
し
て
健
康
教
室

な
ど
も
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
新
し

い
へ
き
地
診
療
の
体
制
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
立
会
人
を
務
め
た

堤
照
彦
辺
春
地
区
行
政
区
長
会
長

は
「
地
域
全
体
で
要
望
し
て
き
た

こ
と
が
か
な
い
、
地
元
と
し
て
も

全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

診
療
所
は
医
師
、
看
護
師
、
事

務
員
の
３
人
体
制
で
、
必
要
に
応

じ
系
列
病
院
か
ら
医
師
な
ど
が
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
、
地
域
住
民
の
要
望
を
調
査
し

た
う
え
で
校
舎
の
改
築
等
を
実
施

し
、
平
成
24
年
秋
ご
ろ
の
開
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

八
女
市
消
防
出
初
式
が
１
月
５

日
㈭
は
黒
木
・
矢
部
・
星
野
消
防

団
が
黒
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

７
日
㈯
は
八
女
・
立
花
消
防
団
が

福
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
９
団
体
と
３
２
１

人
が
県
知
事
表
彰
や
県
消
防
協
会

長
表
彰
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
や
訓
練
礼

式
、
昭
和
初
期
に
導
入
さ
れ
た
腕

用
ポ
ン
プ
の
操
法
も
披
露
。
そ
の

後
、
各
地
区
の
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

を
先
頭
に
市
中
行
進
を
行
い
、
八

女
消
防
署
員
や
消
防
団
員
の
勇
壮

な
姿
に
沿
道
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

３
回
目
を
迎
え
た
そ
ば
オ
ー

ナ
ー
の
そ
ば
打
ち
が
12
月
11
日

㈰
、ふ
じ
の
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
っ

た
そ
ば
オ
ー
ナ
ー
も
こ
の
日
の
そ

ば
打
ち
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
種
を
ま
き
、
刈
り
取
り

し
て
大
事
に
育
て
た
そ
ば
。
何
よ

り
も
自
分
で
う
っ
た
そ
ば
の
味
は

格
別
。
皆
さ
ん
お
い
し
そ
う
に
そ

ば
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

新
し
い
へ
き
地
診
療
の
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

勇
壮
に
新
春
を
飾
る

自
分
で
う
っ
た
そ
ば
に
舌
鼓

新
年
を
迎
え
る
準
備
を

16

かたい握手を交わす堤辺春地区行政区長会長、古賀理事長、三
田村市長、中村辺春地域振興会議生活安全部会長（左から）

契約書にサインを交わしました

作業に没頭する参加者の皆さん

のばしたそばをたたみ切っていきます

（上）黒木総合支所まで行進する矢部消防団
（右）辺春の立石区に昭和初期に設置された腕
用ポンプの操法を披露する立花消防団

【おわびと訂正】1月15日号5ページの農林水産賞受賞の記事　本文3行目
の「農林水産省」は「農林水産賞」の間違いでした。おわびして訂正します。

辺
春
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
12

月
25
日
㈰
、
辺
春
地
域
振
興
会
議

主
催
の
門
松
づ
く
り
講
座
が
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
約
30
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

門
松
を
飾
り
気
持
ち
よ
く
新

年
を
迎
え
る
た
め
、
参
加
者
は
作

り
方
を
熱
心
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き

入
り
、
作
業
に
い
そ
し
ん
で
い
ま

し
た
。
東
京
都
か
ら
参
加
さ
れ
た

丹た
ん
ご
ま
こ
と

呉
允
さ
ん
は
、「
八
女
の
友
人
と

一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
な
た
等

の
道
具
を
使
う
の
も
初
め
て
で
し

た
が
、
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
作
っ
た
門
松
は
友
人
宅

に
飾
り
ま
す
が
、
私
も
気
持
ち
よ

く
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
そ

う
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



去
る
12
月
16
日
㈮
、
慌
た
だ
し

い
師
走
の
さ
な
か
と
は
い
え
、
一
息
、

心
を
う
る
お
す
機
会
も
―
と
い
う
思

い
た
ち
。「
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
」

（
旧
矢
部
中
校
舎
）
に
於
て
の
イ
ベ

ン
ト
。
南
米
ペ
ル
ー
に
、
小
学
校
建

設
寄
贈
の
功
労
に
在
ペ
ル
ー
日
本
大

使
館
の
推
挙
で
、
こ
の
秋
、
旭
日
双

光
章
叙
勲
の
画
家
野
口
忠
行
さ
ん

（
大
川
市
在
住
）、
そ
れ
に
音
楽
家
田

中
彰
さ
ん
（
広
川
町
在
住
）
の
オ
カ

リ
ナ
演
奏
。
せ
っ
か
く
の
機
会
ゆ
え

に
午
前
中
は
中
学
生
た
ち
に
ペ
ル
ー

の
話
。
午
後
、
呼
び
か
け
に
参
集
の

方
々
、
遠
く
は
博
多
、
久
留
米
か
ら

の
顔
も
見
え
て
20
名
余
。

南
米
、
高
度
３
千
か
ら
４
千
㍍
と

い
う
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
原
に
暮
ら

す
イ
ン
デ
ィ
オ
民
族
の
貧
し
い
生
活

な
が
ら
も
崇
高
な
自
然
崇
拝
の
精

神
性
に
魅
か
れ
、
絵
筆
に
そ
の
姿
を

描
き
た
く
ペ
ル
ー
訪
問
28
回
。
子
ど

も
た
ち
に
教
育
の
機
会
と
場
を
と
念

願
、
建
設
の
学
校
２
校
。
そ
の
実
状

を
写
真
で
の
紹
介
に
、
世
界
に
新
た

な
視
野
を
拓
く
思
い
。
そ
の
あ
と
、

昔
な
つ
か
し
い
歌
を
オ
カ
リ
ナ
演
奏

で
心
や
す
ら
ぐ
。

（
記
：
椎
窓 

猛
）

黒
木
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
城
山

を
桜
で
い
っ
ぱ
い
の
公
園
に
し
よ

う
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
団
体

「
く
ろ
ぎ
起
源
会
」（
田
中
義
友
会

長
）。
同
会
が
、
桜
の
植
栽
、
振
興

事
業
に
関
し
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
、
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
平
成

23
年
度
「
さ
く
ら
功
労
者
」
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
12
月
９
日
㈮
に

市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
三

田
村
市
長
か
ら
田
中
会
長
へ
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
猫
尾
城
の
会
と
協
力
し

城
山
の
維
持
管
理
を
し
て
お
り
、

３
月
下
旬
に
は
さ
く
ら
祭
り
、
城

山
で
の
桜
の
植
樹
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
黒
木
の
名
所
で

あ
る
城
山
を
市
民
と
行
政
と
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
め
て
い
る
こ
と

が
う
れ
し
い
。
受
賞
は
参
加
し
て

く
れ
た
人
す
べ
て
の
人
の
お
か
げ
。

感
謝
し
ま
す
」
と
喜
び
を
話
し
た

田
中
会
長
。「
合
併
し
た
新
八
女

市
と
城
山
の
桜
の
成
長
を
望
み
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
維
持
管
理
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

現
在
、
城
山
公
園
内
に
は
約

２
千
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

桜
の
季
節
に
は
多
く
の
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

【
く
ろ
ぎ
起
源
会
会
員
募
集
】

く
ろ
ぎ
起
源
会
で
は
、一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◦
年
会
費
＝
３
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
く
ろ
ぎ
起
源
会

（
:
０
８
０・２
６
９
４・１
３
３
６
）

平
川
和
治
さ
ん
（
矢
部
村
）
に

公
平
委
員
会
制
度
60
周
年
記
念
総

務
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
川
さ
ん
は
旧
矢
部
村
職
員
お

よ
び
助
役
を
務
め
た
後
、
平
成
９

年
12
月
か
ら
平
成
22
年
１
月
ま
で

の
間
、
豊
富
な
行
政
経
験
と
識
見

で
公
平
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
く
ら
功
労
者
受
賞 

く
ろ
ぎ
起
源
会

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

講演する野口さん

伝達式が行われ、三田村市長から渡されました

◦
近
藤
雅
美
選

丈
伸
び
し
紫
式
部
を
抜
け
て
く
る
風

の
は
つ
か
に
色
づ
き
て
を
り

　
　
　

青
木
佳
代
子
（
広
川
町
）

む
く
ど
り
の
飛
び
立
つ
一
瞬
陽
を
浴
び

て
嘴
く
ち
ば
しき
ら
り
と
光
を
放
つ

　
　
　

堤 

秀
夫
（
八
女
市
）

ア
フ
ガ
ン
に
銃
よ
り
水
を
訴
え
る
彼か

の
地
で
井
戸
ほ
る
医く
す
し師

の
叫
び

　
　
　

世
良
田
静
江
（
筑
後
市
）

ず
り
足
が
多
く
な
っ
た
と
孫
等
贈
る

桐
製
の
杖
敬
老
の
日
に

　
　
　

美
座
明
朗
（
広
川
町
）

哀か
な

し
き
は
畳
む
新
聞
紙
の
ゆ
が
み　

傾か
た

ぎ
つ
つ
ひ
と
は
生
き
る
も
の
ら
し

　

山
下
整
子
（
広
川
町
）

◦
藤
吉
宏
子
選

両
親
も
戦
死
の
兄
も
枕ま
く
ら
べ辺
に
い
る
と

言
い
し
は
逝ゆ

く
前
の
母

　
　
　

高
橋
和
子
（
広
川
町
）

秋
空
に
ち
ぎ
れ
ほ
ぐ
る
る
雲
た
か
し

飛と
び
か
た

形
山
し
ず
か
我が
し
ゅ
う執
を
捨
て
む

古
賀
燿
子
（
八
女
市
）

知
る
人
も
減
り
ゆ
く
ふ
る
さ
と
矢
部

川
に
今
も
投と
あ
み網

を
打
つ
人
の
影

　
　
　

倉
員
世
紀
子
（
八
女
市
）

掃は

か
ぬ
ま
ま
散
る
に
き
か
せ
し
白
萩

の
土
に
よ
ご
れ
て
秋
深
み
ゆ
く

　
　
　

古
賀
弓
子
（
筑
後
市
）

ゆ
く
り
な
く
夫
と
稲
の
花
見
し
て
露

の
宿
れ
る
畦あ
ぜ
く
さ草
を
刈
る

　

甲
斐
田
絹
代
（
八
女
市
）

八
女
文
化
祭
短
歌
会
入
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（上）伝達式で三田
村市長から田中会長

（中央）へ賞状が手
渡されました（左は
仁田原副会長）

（右）12月11日㈰に行
われた第6回植樹祭。
このほか卒業記念植
樹なども随時行って
います

世
界
に
新
た
な
視
野
を
！ 

ペ
ル
ー
の
話
を
聴
く
会

17 広報やめ　2012.2.1
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市
内
４
つ
の
福
祉
施
設
に
12
月

22
日
㈭
、
商
品
券
（
15
万
７
千
円

分
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

19
日
に
市
役
所
を
訪
れ
た
男
性
が

職
員
に
手
渡
し
て
い
た
も
の
で
す
。

男
性
に
代
わ
り
三
田
村
市
長
が

福
祉
施
設
関
係
者
に
商
品
券
を
手

渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
施
設

関
係
者
は
「
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

プ
レ
ゼ

ン
ト
と

し
て
大

切
に
使

わ
せ
て

い
た
だ

き
た
い
」

と
話
し

ま
し
た
。

「
ず
う
っ
と
に
こ
に
こ
、
元
気
高

齢
者
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
て
い
る
ニ
コ
ニ
コ
Ｏ
Ｂ
会
が
12

月
５
日
㈪
、
岡
山
公
園
へ
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
日
和
。
約
40
人
の
参
加
者
は「
健

康
な
体
を
つ
く
る
に
は
、
運
動
す

る
の
が
一
番
」
を
掛
け
声
に
互
い

を
気
遣
い
な
が
ら
公
園
を
目
指
し

ま
し
た
。
公
園
の
頂
上
で
は
、
青

木
画
伯
の
歌
碑
や
、
見
晴
ら
し
抜

群
の
市
街
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
後
、

全
員
で
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」

を
行
い
ま
し
た
。
初
冬
の
田
ん
ぼ

や
あ
ぜ
道
、
川
沿
い
に
あ
る
八
女
の

自
然
の
恵
み
を
眺
め
な
が
ら
、
無

理
を
し
な
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。「
今
の
健

康
に
感
謝
し
な
が
ら
、
体
を
鍛
え
、

病
気
予
防
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

堤
代
表
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
提
案
事
業
認
定

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
病
気
予
防

ニコニコペースで公園を目指します‼

福
島
原
発
事
故
の
放
射
能
被
害

に
よ
り
福
島
県
内
に
避
難
し
て
い
る

小
学
生
15
人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

福
岡
の
招
き
に
よ
り
12
月
23
日
㈷

か
ら
28
日
㈬
に
か
け
て
、
八
女
市
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

上
陽
町
の
旧
川
口
邸
に
宿
泊
し
、

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
や
ふ
る
さ
と

わ
ら
べ
館
で
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
や
ケ
ー
キ
作
り
な
ど
を
体
験
。

27
日
は
八
女
伝
統
工
芸
館
で
手
す

き
和
紙
の
体
験
を
し
、
市
役
所
を

訪
問
。
三
田
村
市
長
か
ら
「
必
ず

自
分
た
ち
の
家
や
学
校
に
戻
る
こ

と
が
で
き
る
日
が
来
る
の
で
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
「
川
口
邸
は
一
生
住
ん
で
い
た

い
ほ
ど
快
適
で
し
た
」「
九
州
は
味

付
け
が
薄
く
て
甘
い
で
す
」「
ご
は

ん
が
お
い
し
か
っ
た
」「
川
遊
び
が

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
八
女
市
で
の

体
験
を
市
長
に
報
告
。「
ま
た
八
女

市
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
の
市
長

の
言
葉
に
こ
た
え
る
よ
う
に
、
笑

顔
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

黒
木
町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
本

分
ク
ラ
ブ
は
12
月
25
日
㈰
、
恒
例

の
も
ち
つ
き
を
串
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

部
員
全
員
で
も
ち
を
つ
い
た
後

は
、
中
学
生
（
本
分
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
）

対
お
父
さ
ん
チ
ー
ム
、
ス
ー
パ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
対
お
母
さ
ん
チ
ー
ム
で

野
球
の
試
合
を
し
ま
し
た
。
珍
プ

レ
ー
あ
り
、
好
プ
レ
ー
あ
り
と
盛

り
上
が
り
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

神
代
の
昔
、
日
向
の
神
が
白
馬

に
ま
た
が
り
空
を
飛
び
ま
わ
る
際

に
、
岩
に
蹄
を
当
て
蹴
り
空
け
た

と
さ
れ
る
日
向
神
峡
に
あ
る
「
蹴

洞
岩
」。
近
年
、
手
前
の
立
木
が
穴

を
隠
し
て
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

12
月
17
日
㈯
、
矢
部
地
域
づ
く

り
協
議
会
（
田
島
冨
士
雄

会
長
）
主
催
で
地
権
者
の

協
力
を
得
て
、
総
勢
32
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
手

前
の
大
木
を
伐
採
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
高
取
山
」
の

眺
望
を
遮
っ
て
い
た
立
木
の

除
去
も
同
時
に
行
い
ま
し

た
。
地
域
住
民
は
も
と
よ

り
、
登
山
客
や
観
光
客
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
文
化
・
観
光
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
八
女

市
の
「
地
域
づ
く
り
提
案
事
業
」

に
よ
り
、
機
械
借
上
料
や
材
料
費

な
ど
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
認
定

矢
部
地
区
自
然
景
観
整
備
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奮
起

福
島
県
の
小
学
生
が
八
女
市
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

も
ち
つ
き
で
交
流

作業のおかげではっきりと見えるよう
になった「蹴洞岩」

市長から関係者に手渡されました

雪がちらつく寒い日でしたが元気にもちをつきました

（上）市長ともすっ
かり仲良くなって
ピース（左）八女伝
統工芸館で説明を
聞く子どもたち
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12
月
18
日
㈰
、
八
女
市
立
花
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
起
点
と
す
る
「
第
２

回
八
女
市
駅
伝
大
会
」
が
行
わ
れ
、

71
チ
ー
ム
３
９
５
人
が
冬
晴
れ
の

立
花
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

大
会
は
筑
南
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
の
東
虹
成
君
の
力
強
い

選
手
宣
誓
で
幕
を
開
け
、
駅
伝
２

種
目
と
マ
ラ
ソ
ン
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
各
チ
ー
ム
の
応
援

旗
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、

各
チ
ー
ム
の
旗
が
沿
道
で
な
び
き
、

駆
け
抜
け
る
選
手
た
ち
に
力
を
与

え
て
い
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
38
社
の
協
賛
を
い

た
だ
き
、
協
賛
品
は
参
加
賞
や
抽

選
会
の
賞
品
と
し
て
、
選
手
の
皆

さ
ん
に
配
布
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
1.5
㌔
コ
ー
ス
（
小
学
生
男
子
）

１
位　
安
武
走
友
ク
ラ
ブ
Ａ

▽
1.5
㌔
コ
ー
ス
（
小
学
生
女
子
）

１
位　
安
武
走
友
ク
ラ
ブ

▽
1.5
㌔
コ
ー
ス
（
中
学
生
女
子
）

１
位　
八
女
学
院
中
女
子
テ
ニ
ス
部
A

▽
1.5
㌔
コ
ー
ス
（
一
般
女
子
）

１
位　
筑
特
寄
宿
舎
D

▽
1.5
㌔
コ
ー
ス
（
オ
ー
プ
ン
）

１
位　
中
島
遊
酒
会

▽
2.3
㌔
コ
ー
ス
（
中
学
生
男
子
）

１
位　
星
野

▽
2.3
㌔
コ
ー
ス
（
高
校
生
男
子
）

１
位　
筑
特
寄
宿
舎
Ｂ

▽
2.3
㌔
コ
ー
ス
（
一
般
男
子
）

１
位　
赤
兎

※
全
部
門
入
賞
お
よ
び
区
間
賞
、

応
援
旗
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
は
八
女

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

黒
木
中
学
校
剣
道
部
24
人
は
12

月
28
日
㈬
、
部
活
動
の
稽
古
納
め

の
後
に
黒
木
大
藤
付
近
の
都
市
計

画
道
路
を
清
掃
し
ま
し
た
。
日
ご

ろ
か
ら
ご
み
や
落
ち
葉
な
ど
散
ら

か
っ
て
い
れ
ば
、
学
校
敷
地
内
や

藤
棚
な
ど
掃
除
し
て
い
る
同
部
員
。

顧
問
の
吉
武
功
祥
先
生
は
、「
小
さ

な
こ
と
へ
の
気
付
き
は
、
お
の
ず

と
剣
道
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
女
消
防
本
部
か
ら
辺
春
保
育

園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
12
月
17
日

㈯
、
幼
年
消
防
用
活
動
資
器
材

（
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
）
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、「
平
成
23
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用

し
て
整
備
さ
れ
、
地
域
防
災
組
織

で
あ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成

お
よ
び
防
火
思
想
の
普
及
啓
発
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
幼
児
期
か
ら
火
遊

び
防
止
の
教
育
や
年
間
を
通
じ
防

火
・
防
災
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
朝
か
ら
保
護
者
や
地
域

の
人
々
約
70
人
が
参
加
し
、
防
火

も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
火
法
被
を
着
用
し
た
園
児
ら

は
大
き
な
声
で
「
火
遊
び
は
し
ま

せ
ん
！
」
と
誓
い
を
述
べ
、
受
け

取
っ
た
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
で
防
火
に

願
い
を
こ
め
た
鼓
笛
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

【
贈
呈
さ
れ
た
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
】

▽
大
太
鼓
１
台　

▽
ピ
ア
ニ
カ

30
台　

▽
マ
ー
チ
ン
グ
キ
ー
ボ
ー

ド
・
木
琴
・
シ
ン
バ
ル
各
１
台

音
楽
を
通
し
て
防
火
思
想
の
普
及
を

保護者や地域の人が見守る中演奏を披露

落ち葉など拾い集めました

冬
の
た
ち
ば
な
を
駆
け
抜
け
る 

八
女
市
駅
伝
大
会

稽
古
納
め
後
に
清
掃
活
動

レース終盤懸命に中継所を目指します

スタート直後元気よく駆けていくランナー

12
月
27
日
㈫
、
八
女
伝
統
工
芸

館
内
に
あ
る
日
本
一
の
大
型
仏
壇

（
高
さ
６
・
５
㍍
、
幅
３
・
８
㍍
、

奥
行
２
・
５
㍍
）
の
す
す
払
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
仏
壇
は
八

女
福
島
仏
壇
の
生
産
地
と
し
て
地

域
産
業
の
活
性
化
・
後
継
者
育
成

に
役
立
て
る
目
的
で
約
７
か
月
を

要
し
て
完
成
し
た
、
八
女
の
職
人

の
技
が
結
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合
の
青

年
部
員
ら
は
長
い
は

た
き
を
使
っ
て
ほ
こ

り
を
落
と
し
た
り
、

金
箔
の
は
が
れ
た
と

こ
ろ
の
補
修
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
福
島
県
の
小
学

生
も
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た
。
木

佐
木
秀
一
青
年
部
会
長
は
「
今
年

は
特
に
絆
と
癒
し
を
再
認
識
し
た

年
で
し
た
。
来
年
も
先
祖
や
家
族

と
の
絆
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」。

先
人
た
ち
の
偉
業
に
感
謝
を
こ
め
て

すすをはらっていく青年部の皆さん
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お
知

ら
せ

⃝
日
時
＝
２
月
19
日
㈰
13
時
～
16

時
30
分

⃝
会
場
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
上
陽
町
）

⃝
内
容
＝
▽
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー

▽
上
陽
校
区
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
・

保
育
園
・
幼
稚
園
・
社
会
教
育
で

活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
発
表
（
踊

り
、
ダ
ン
ス
、
抹
茶
接
待
、
歌
、
器

楽
演
奏
等
）
▽
上
陽
北
汭
学
園
児

童
生
徒
の
発
表
（
箏
曲
部
演
奏
、

作
品
展
示
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
北
汭
学
園
中

学
部
（
☎
５
４
・
２
０
３
０
）

　
経
験
豊
か
な
野
鳥
の
会
会
員
の
案

内
に
よ
り
山
中
池
、
善
蔵
池
を
め
ぐ

る
遊
歩
道
を
散
策
。
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ

ロ
、
ル
リ
ビ
タ
キ
、
オ
シ
ド
リ
な
ど
の

観
察
が
期
待
で
き
ま
す
。雨
天
中
止
。

⃝
日
時
＝
２
月
19
日
㈰
９
時
～
12
時

⃝
集
合
場
所
＝
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
ホ
テ
ル
前
駐
車
場

⃝
参
加
費
＝
１
０
０
円（
保
険
料
含
）

⃝
持
っ
て
く
る
物
＝
ペ
ン
、水
筒
（
お

持
ち
で
し
た
ら
双
眼
鏡
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
日
本
野
鳥
の
会

筑
後
支
部 

松
尾
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
９
８
９・８
１
４
３
）

⃝
日
時
＝
２
月
26
日
㈰
９
時
出
発

※
小
雨
決
行
、
強
雨
時
は
３
月
４
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
立
花
体
育
館
集
合
～
梅

林
公
園
（
谷
川
）
※
往
復
６
キ
ロ

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
含
む
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
荒
尾
さ

日
で
開
催
。
健
康
な
青
年
男
女
40

人
募
集
。
参
加
費
８
千
円

⃝
日
程
＝
▽
13
日
㈰
八
女
伝
統
工

芸
館
前
６
時
15
分
集
合
、
30
分
出

発
（
バ
ス
）
～
山
口
徳
地
青
少
年
自

然
の
家
（
泊
）
～
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

大
原
湖
ウ
オ
ー
ク
（
約
６
㌔
）

▽
14
日
㈪
青
少
年
自
然
の
家
９
時

15
分
出
発(

バ
ス)

～
萩
城
跡
・
萩

ウ
オ
ー
ク(

約
６
㌔)

萩
市
15
時
出

発
～
伝
統
工
芸
館
18
時
15
分
着
予
定

⃝
申
込
期
日
＝
２
月
１
日
㈬
～
29
日

㈬
※
先
着
順
、
事
前
説
明
会
あ
り

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
鶴
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
３
３
２
６
・
３
１
３
３
）

⃝
日
時
＝
２
月
19
日
㈰
10
時
30
分

～
15
時
30
分

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

⃝
テ
ー
マ
＝
心
新
た
に
生
き
る

⃝
会
費
＝
２
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
モ
ラ
ロ
ジ
ー
田

中
さ
ん
（
☎
２
４
・
２
７
０
５
）

ん
（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

⃝
日
時
＝
２
月
19
日
㈰
９
時
出
発

⃝
コ
ー
ス
＝
宮
野
公
園
８
時
30
分
集

合
～
立
花
観
梅
会
会
場
※
往
復
７
㌔

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、一
般
１
０

０
円
（
保
険
料
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
鶴
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
３
３
２
６
・
３
１
３
３
）

　
気
楽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
。

室
内
用
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等

⃝
日
時
＝
２
月
11
日
㈷
・
25
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
５
月
13
日
㈰
～
14
日
㈪
の
一
泊
二

⃝
日
時
＝
２
月
10
日
㈮
13
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
福
岡
県
八
女
総
合
庁
舎

⃝
内
容
＝
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
診
断
と
治
療
」
姫
野
病
院
・
酒

井
徹
雄
医
師

⃝
申
し
込
み
＝
２
月
６
日
㈪
ま
で
に

県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

健
康
増
進
係
（
☎
０
９
４
４・７
２・

２
６
１
０
）
へ

⃝
日
時
＝
２
月
21
日
㈫
14
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
福
岡
県
八
女
総
合
庁
舎

⃝
内
容
＝
①
講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
と
う
つ
・
自
殺
に
つ
い
て
」
県

立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
太
宰
府
病

院・諸
隈
琢
医
師
②
体
験
発
表
「
当

事
者
の
立
場
か
ら
」
福
岡
県
断
酒

連
合
会
八
女
断
酒
友
の
会
代
表

⃝
申
し
込
み
＝
2
月
17
日
㈮
ま
で

に
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
精
神
保
健
係
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
１
７
６
）
へ

12月１日から「八女市空き家バンク」
がスタートしました。空き家を売りた
い・貸したい人がいらっしゃいました
ら、下記までお問い合わせください。
⃝八女市空き家バンク情報セン
ター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）

空き家情報を

募集しています 第
５
回
上
陽
っ
子
フ
ェ
ス
タ

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
ｌｕ
Ｂ

八
女
歩
こ
う
会（
健
康
ウ
オ
ー
ク
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
講
演
会

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

新
緑
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
原
湖

＆
萩
ウ
オ
ー
ク（
八
女
歩
こ
う
会
）

⃝開会式10:00 ～10:10⃝高菜漬けコ
ンテスト 9:30 ～10:30⃝食に関する
講演会（講師・ぶどう畑代表 新開
玉子さん10:15 ～11:45
⃝郷土・家庭料理の展示 10:00 ～
13:00⃝出品料理の試食会（500 円）
12:20 ～13:30 ⃝おふくろの味ワンポ
イントアドバイス（10：00～13：30）
⃝黒木物産市（10：00～13：30）
⃝問い合わせ＝黒木総合支所
   産業経済課（☎ 42・1115）

黒木地域交流センターふじの里
2月12日㈰10時～13時30分

４

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

♪出演＝清水ミチコ（司会・ピアノ）、
島田歌穂（歌）、小原孝（ピアノ）、東
京ニューシティ管弦楽団♪日時＝ 3 月
4日㈰ 開演 15 時（開場 14 時 30 分）
♪会場＝おりなす八女ハーモニーホール
♪入場券＝一般 2,500 円、 高校生以下 
1,500 円（全席指定）
※宝くじの助成により特別料金となって
います。※未就学児は入場不可。託児は
１週間前までお申し込みください。
♪入場券販売＝おりなす八女、市役
所各支所、アオキ楽器等 

♪日時＝2 月11日㈷ 開演 14 時（開場13
時 30 分）♪会場＝おりなす八女はちひめ
ホール♪入場券＝ 1,500 円（全席自由）
♪出演＝ プロジャズ歌手山口葵＆Ａoi's
その他アマチュアジャズバンド

～想い出のスクリーンミュージック～ 
♪名作映画の音楽を楽しいおしゃべ
りと共に届けます♪

宝くじおしゃべり音楽館

1thやめジャズフェスタ
ＨＯＴするJAZZ“2012”

問い合わせ＝おりなす八女
　　　　　（☎２２・５３３２）
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⃝
期
日
＝
▽
２
月
11
日
㈷
10
時
～

17
時
▽
２
月
12
日
㈰
10
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

⃝
内
容
＝
▽
仏
壇
、
提
灯
、
石
灯

ろ
う
の
技
の
実
演
と
体
験
（
無
料
）

▽
和
紙
の
お
雛
様
つ
く
り
教
室
（
無

料
）
▽
八
女
の
伝
統
技
術
を
生
か

し
た
新
製
品
の
展
示
▽
八
女
伝
統

工
芸
紹
介
と
販
売
コ
ー
ナ
ー
※
無
料

体
験
・
教
室
は
両
日
10
時
と
13
時

か
ら
先
着
受
付
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
旧
八
女
市
小
学
校
区
８
学
童
保

育
所
の
学
童
保
育
所
指
導
員
（
非

常
勤
）
を
10
人
程
度
募
集
し
ま
す
。

⃝
応
募
資
格
＝
65
歳
ま
で

⃝
募
集
期
間
＝
２
月
１
日
㈬
～
６
日
㈪

⃝
申
し
込
み
＝
社
会
福
祉
法
人
寿

福
祉
会
（
☎
２
４
・
５
２
５
４
）

　「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ

り
」
開
催
中
の
八
女
福
島
で
、
今

も
息
づ
く
職
人
の
技
に
触
れ
、
ま
た

体
験
す
る
こ
と
で
、
先
人
の
知
恵
や

匠
の
技
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時
＝
３
月
３
日
㈯
10
時
～
２
時

間
30
分
程
度
※
９
時
50
分
八
女
伝

統
工
芸
館
前
集
合

⃝
対
象
・
募
集
人
数
＝
小
学
生
※
親

子
で
の
参
加
も
可
、
先
着
20
人
　

⃝
体
験
内
容
＝
▽
手
す
き
和
紙
体

験
▽
提
灯
絵
付
け
体
験
▽
金
箔
押

し
体
験
、
仏
壇
制
作
工
房
見
学

⃝
参
加
費
＝一人
　
５
０
０
円

⃝
申
込
締
切
＝
２
月
24
日
㈮

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
観

光
協
会
（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　
次
代
を
担
う
農
業
経
営
者
や
農

業
技
術
指
導
者
を
養
成
し
ま
す
。

⃝
募
集
＝
花
き
（
８
人
）、
果
樹
・

水
田
経
営
・
畜
産
（
各
若
干
名
）

⃝
願
書
受
付
＝
２
月
３
日
㈮
～
17
日
㈮

⃝
試
験
日
＝
２
月
28
日
㈫

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
農
業
大
学
校

（
☎
０
９
２
・
９
２
５
・
９
１
２
９
）

　
水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査

に
つ
い
て
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
検

査
計
画
を
作
成
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
八
女
市

へ
水
道
用
水
を
供
給
し
て
い
る
福
岡

県
南
広
域
水
道
企
業
団
お
よ
び
八

女
市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
行
う

水
質
検
査
計
画
（
案
）
に
皆
様
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
計
画
（
案
）
は
、
八
女

市
上
下
水
道
局
の
窓
口
や
同
企
業

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
期
間
＝
２
月
１
日
㈬
～
29
日
㈬

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
上
水

道
工
務
係
（
☎
２
３
・
１
１
０
７
）

　
相
続
、
遺
言
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、

成
年
後
見
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

人
権
擁
護
な
ど
の
無
料
相
談
。

⃝
日
時
＝
２
月
12
日
㈰
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
１
階
交
流

室
Ａ

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八
女

支
局
（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

　
外
国
人
や
外
国
在
住
日
本
人
の

相
続
登
記
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
が
無
料
で
面
接
相
談
に

応
じ
ま
す
。
定
員
12
人
、
予
約
制
。

⃝
日
時
＝
２
月
25
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
福
岡
県
司
法
書
士
会
館

（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
３
‐
２
‐
23
）

⃝
予
約
期
間
＝
２
月
１
日
㈬
～
24

日
㈮
、
平
日
10
時
～
16
時

⃝
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
２
・

４
１
３
１

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者
の

会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
）」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
３
月
利
用
者
の
会
＝
２
月
18
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、岡
山
小
、

西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、

南
中
）
▽
15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、

川
崎
小
、見
崎
中
、上
陽
北
汭
学
園
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

勤
労
青
少
年
で
構
成
す
る
サ
ー
ク

ル
を
対
象
に
、
来
年
度
の
無
料
登

録
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
申
し
込
み
＝
２
月
１
日
㈬
～
19
日
㈰

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
平
成
24
年
度
の
大
会
開
催
（
市

全
体
を
対
象
に
し
た
大
規
模
大
会

等
）
の
た
め
の
体
育
施
設
利
用
希

望
調
査
を
行
い
ま
す
。
大
会
の
た
め

に
体
育
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
、
総
合
体
育
館
へ
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
利
用
希
望

日
が
重
複
し
た
場
合
は
、
各
申
込

団
体
間
で
協
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
※
各
支
所
の
体
育

施
設
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
総
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
＝
２
月
１
日
㈬
～

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

農
業
大
学
校
２
次
募
集

旧
八
女
市
学
童
保
育
所
指
導
員

全
国一斉 
法
務
局
休
日
相
談
所

県
農
業
大
学
校
二
次
募
集

外
国
人
等
の
相
続
登
記
相
談
会

ま
ち
な
か
体
験
学
習

八
女
伝
統
工
芸
「
た
く
み
シ
ョッ
プ
」

　始皇帝役に三田村市長と
八女市公募の45人で演じ
るミュージカル劇をぜひご覧
ください。
⃝日時＝3月31日㈯開演14時
⃝会場＝おりなす八女ハーモ
ニーホール
⃝問い合わせ＝ミュージカル
劇団さくら座中村さん
（☎090・6772・2675）

ミュージカル劇
「徐福」

平成23年度市民との
協働によるまちづくり
提案事業認定

星野村の森林から出た間伐材を利
用して作った燈籠1000 個を麻生池
に浮かべます。今回は東日本大震
災で被害に遭われた人たちへの応
援メッセージとして、紙袋を使った
チャリティーイベントも開催。紙袋と
ろうそく2 個ずつを1セット100 円
でお渡しし会場に設置していただき
ます。集まったお金は東日本大震災
への募金として活用します。地元の
あたたかい料理を販売する屋台村

「星ノ屋台村」も出現。主会場麻生
池そばのレストラン湖畔では、アコー
スティックミニライブも開催予定。

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

平
成
24
年
度
体
育
施
設
利
用

（
大
会
開
催
）
希
望
調
査

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
無
料
登

録
団
体
を
募
集

大人500円
小中学生300円

水
質
検
査
計
画（
案
）へ
の
意
見

★日にち＝2 月11日㈯
※悪天候の場合は翌12日㈰に順延
★燈籠点火＝17:30 ～ 21:00
★問い合わせ＝㈶星のふるさと

（☎ 31・5588）

星のふるさと★

冬まつり（土）

211
会場＝星のふるさと公園・
麻生池周辺

★

★

★

★

★
★

★
★
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４
３
１
・
７
０
８
３
）

　
２
月
は
県
下
一
斉
ね
ず
み
防
除
運

動
月
間
で
す
。
ね
ず
み
は
経
済
的

な
損
害
を
与
え
る
ほ
か
、
各
種
疾

病
を
媒
介
し
ま
す
。
各
家
庭
で
ね

ず
み
の
防
除
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
駆

除
に
使
用
す
る
殺
鼠そ

剤
（
50
グ
ラ

ム
入
り
50
円
、
１
０
０
グ
ラ
ム
入
り

１
０
０
円
）を
社
会
環
境
課
ま
た
は
、

各
支
所
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
社
会
環
境

課(

☎
２
３
・
１
４
６
２)

▽
黒
木
総
合
支
所
（
☎
４
２
・
１
４

６
３)

▽
立
花
支
所(

☎
２
３
・
４
９
３
４)

▽
上
陽
支
所(

☎
５
４
・
２
２
１
８)

▽
矢
部
支
所(

☎
４
７
・
３
１
１
１)

▽
星
野
支
所(

☎
５
２
・
３
１
１
３)

違
い
、
一
度
だ
け
し
か
入
札
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
会
計
課
管
財
係

（
☎
２
３
・
１
６
３
７
）

　
国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法

人
な
ど
の
情
報
公
開
制
度
や
個
人

情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
案
内
や

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⃝
例
え
ば
…
…
問
開
示
請
求
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

問
開
示
請
求
の
窓
口
は
ど
こ
な
の
？

答
場
所
は
福
岡
合
同
庁
舎
（
本
館
）

８
階
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

２
‐
11
‐
１
）
総
務
省
九
州
管
区
行

政
評
価
局
内

⃝
開
設
時
間
＝
９
時
～
17
時
（
土
・

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
局
（
☎
０
９
２・

　
結
婚
や
出
産
、
定
年
等
に
よ
り

保
育
現
場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士
の

皆
さ
ん
の
保
育
所
等
へ
の
再
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、研
修
を
行
い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
必
要
。
参
加
無
料
。

⃝
期
日
・
場
所
＝
▽
２
月
15
日
㈬
大

牟
田
文
化
会
館
▽
２
月
14
日
㈫
～

15
日
㈬
筑
後
市
サ
ン
コ
ア
▽
３
月
６

日
㈫
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
▽
３
月
８
日

㈭
お
り
な
す
八
女

⃝
定
員
＝
各
50
人
※
先
着

⃝
申
し
込
み
＝
福
岡
県
保
育
協
会

（
☎
０
９
２
・
５
８
２
・
７
９
５
５
）

　
市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護

助
教
諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、

学
校
事
務
代
理
職
員
の
希
望
者
を

登
録
し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
校
お

よ
び
中
学
校
数
学
、
理
科
、
社
会
、

音
楽
、
美
術
、
技
術
、
家
庭
の
講

師
希
望
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。
該

当
免
許
状
所
持
（
取
得
見
込
み
可
）

の
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

⃝
資
格
＝
講
師
、
養
護
助
教
諭
、

学
校
栄
養
士
代
理
職
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
▽
学
校

事
務
代
理
職
員
は
免
許
状
等
不
要
。

※
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
導
入

さ
れ
た
教
員
免
許
更
新
制
に
よ
り
、

お
持
ち
の
免
許
状
に
有
効
期
限
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
講
師
・

養
護
助
教
諭
と
し
て
勤
務
希
望
者

は
、
自
分
の
生
年
月
日
に
よ
る
有
効

期
限
を
確
認
し
、
有
効
期
限
が
切

れ
て
い
る
場
合
は
講
習
を
受
け
、
更

新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
手
続
＝
福
岡
県
公
立
学
校
講
師

等
志
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

南
筑
後
教
育
事
務
所
に
提
出
※
志

願
書
は
同
所
で
配
布
。（
県
教
育
委

員
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
所
総
務
課

教
職
員
係

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７
３
４
２
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
労

働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道
府
県

の
雇
用･

失
業
対
策
の
た
め
の
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対

象
に
選
定
さ
れ
た
皆
様
の
お
宅
に
調

査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票

は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
統
計
資
料
を

作
成
す
る
こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　
市
で
は
不
用
に
な
っ
た
公
用
車
に

つ
い
て
、
広
く
応
募
者
を
募
り
、
よ

り
有
利
な
価
格
で
処
分
を
行
う
た

め
、
ヤ
フ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
有
財
産
売
却
に
出
品
を
行
っ
て

い
ま
す
。
入
札
参
加
の
希
望
者
は
、

公
有
財
産
売
却
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を

熟
読
さ
れ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
次
回
参
加
申
し
込
み
期
間
＝
4
月

９
日
㈪
13
時
～
４
月
26
日
㈭
14
時

※
入
札
参
加
に
は
、
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
せ
り
売
り
」
と
は

保
育
士
現
場
復
帰
促
進
研
修
会

講
師
等
の
登
録
に
つ
い
て

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

総
合
案
内
所

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
有

財
産
（
公
用
車
）
の
売
却

軽自動車税（軽自動車、バイク、農耕作業用、そ
の他小型車）は、毎年４月１日現在所有登録してい
る人に課税されます。したがって、車検切れや譲渡
等で実際に利用していなくても３月３１日までに廃車
または名義変更等の手続きをしないと毎年課税され
ることになります。「使用しなくなった」「他人に譲渡
した」等の場合は、下記窓口で手続きをしてください。
■持参する物＝ナンバープレート、来庁する人の
印鑑、自賠責の書類
■手続き・問い合わせ＝納税課（☎ 23・1114）
黒木総合支所（☎ 42・1463）
立花支所（☎ 23・4932）矢部支所（☎ 47・3111）
星野支所（☎ 52・3113）上陽支所（☎ 54・2218）

車　種 手　続　き　場　所
八
女
市
ナ
ン
バ
ー

原付バイク
（125cc以下）、

農耕用など

市役所納税課および各支所
※旧2町2村のナンバーも同様。
転出した人は新住所地の市町村
役場にナンバープレートを返却
して廃車することができます。

久
留
米
ナ
ン
バ
ー

軽自動車 軽自動車検査協会久留米支所
（☎０９４２・２１・５６８０）

軽二輪バイク
（250cc以下）

軽自動車協会連合会久留米分室
（☎０９４２・２１・８８９３）

小型二輪
バイク

（250cc超）

福岡運輸支局久留米自動車
検査登録事務所

（☎０５０・５５４０・２０８１）

※手続きの方法が場所により多少異なりますの
で、詳しいことは事前に手続き場所に問い合わ
せてください。

原付バイク・軽自動車税などの登録変更のしかた

バイクや小型車、眠った
ままになっていませんか

ね
ず
み
防
除
運
動
月
間

2月20日㈪ 西公民館
 　10：00～12：00
　　 2月22日㈬ 立花市民センター
　 ①10：00～12：00
　 ②13：00～15：30
　　 2月23日㈭ 室岡公民館
　①10：00～11：30
　②12：30～15：30

問い合わせ＝八女市献血推
進協議会（☎ 23・0294）

献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
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無料法律相談
◦ 2 月16日㈭（2/6 予約開始）、3 月1日
　㈭（2/27 予約開始）13:00～ 16:00 ／
   ※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦ 2 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 2 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 2 月 24 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 2 月 17 日 ㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
女性相談
◦2月20日㈪９:30～11:30/働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦2月21日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支所
◦2月24日㈮13:00 ～14：00/そよかぜ（星野）
※問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦2月1日㈬13:00 ～ 16:00/星野支所
◦2月3日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
◦2月3日㈮13:00～16:00/地域福祉センター（上陽）
◦2月7日㈫13:00 ～ 16:00/矢部公民館
◦2月8日㈬13:00 ～ 16:00/立花市民センター
◦2月10日㈮13:00 ～ 16:00/ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎２３・１１１１）
◦2月15日㈬13:30～16:00/社会福祉会館
◦2月1日㈬、15日㈬9:30～12:00/ふじの里（黒木）
◦2月8日㈬13:00～16:00/立花市民センター
◦2月13日㈪13:30～16:00/地域福祉センター（上陽）
◦2月7日㈫13:00 ～ 16:00/矢部公民館
◦2月8日㈬9:00 ～ 12:00/星野支所
司法書士相談（社協☎２３・０２９４）
◦2月10日㈮13:30 ～ 16:00/ふじの里（黒木）
◦2月17日㈮13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎２３・０２９４）
◦2月1日㈬、15日㈬、29日㈬
　13:30 ～ 16:00／社会福祉会館
◦2月8日㈬、22日㈬13:30 ～ 16:00　
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月1日 ㈬、15日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦2月8日 ㈬、22日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談
◦2月3日㈮13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦2月13日㈪10:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士による巡回アドバイス）
◦毎週月曜日13:30～16:30/商工会議所
　※予約☎２２・５１６１
社会保険個別相談
◦2月15日㈬10:00～15:00/商工会議所
※久留米年金事務所へ要予約☎0942・33・6215
不動産相談
◦2月22日㈬13:00～15:00/商工会議所
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦2月21日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦2月9日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月10日㈮・21日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月7日㈫・21日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦2月9日㈭11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦2月23日㈭10:00 ～12:00 ／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）

◦毎週月・水・金曜８:30～16:30 ／ 八 女
市役所消費生活相談室☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合支
所１階第３相談室☎４２・１１１１

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:40
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 18:00 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19:00 ～ 20:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
八女市地域包括（本所内）23・1203
八女市東部地域包括（黒木総合支所
内）☎42・1119

【高齢者相談センター】
八女市社会福祉協議会（☎23・0294）
／上陽支所（☎５４・３６２９）／黒木支
所（☎４２・２１３１）／立花支所（☎３７・
００３６）／矢部支所（☎４７・３１２３）
／星野支所（☎５２・３１６５）

火災出火件数   3件 （  43件）
救急出動件数 271件  （3,021件）
救急搬送人数 263人 （2,934人）

発生件数 37件 （488件）
傷　　者 44人 （655人）
死　　者 0人 （2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 69,425  (-36)
男 32,752  (- 9)
女 36,673  (-27)

世帯数 23,951  (+ 4)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 転入 117人
死亡 78 人 転出 107人

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（第4期）◦国民健康保険税
（第8期）◦介護保険料（第8期）◦後期高齢
者医療保険料（第8期）◦住宅家賃◦保育
料◦水道料金・下水道使用料◦下水道受
益者負担金◦農業集落排水施設使用料 ▼ 12 月の交通事故の状況

▼ 12 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（1月1日現在）

▼12 月の異動納期限・口座振替日は2月29日㈬
※納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。納
期限内の納付にご協力ください。遅れると延滞金が加
算されることになります。※納付書をなくされた人は担
当課へご連絡ください。

２
月
に

納
め
る
も
の

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約



●立花ワイン株式会社　住所 ／ 立花
町兼松726　営業時間 ／８時30分～
17時　定休日 ／ 第2・4火曜日　●問
い合わせ　立花ワイン株式会社（☎
37・1081）

福
岡
県
の
み
か
ん
生
産
量
の
約

40
％
（
４
万
トン
）
を
占
め
る
ほ
ど
み

か
ん
の
ま
ち
だっ
た
立
花
町
。
し
か
し

昭
和
50
年
代
か
ら
み
か
ん
農
業
が
衰

退
す
る
中
、
み
か
ん
に
代
わ
る
農
産

物
と
し
て
全
国
に
先
駆
け
て
キ
ウ
イ

フル
ーツ
の
栽
培
が
始
ま
り
、
今
で
は

日
本一の
キ
ウ
イ
フル
ーツ
の
産
地
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、“
キ
ウ
イ
で
ま

ち
お
こ
し
を
”
と
ワ
イ
ン
醸
造
設
備
が

整
え
ら
れ
、
立
花
町
と
Ｊ
Ａ
福
岡
立

花
、キ
ウ
イ
部
会
が
出
資
し
「
立
花

ワ
イン
株
式
会
社
」
を
設
立
。キ
ウ
イ

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ド
ーム
型
工
場
「
立

花
ワ
イ
ン
工
場
」
で

10
年
以
上
試
験

研
究
を
経
て
独
自
の
製
法
を
生
み
出

し
、
低
アルコ
ール
で
甘
酸っ
ぱ
い
ジュー

ス
感
覚
で
楽
し
め
る
琥
珀
色
の
キ
ウ

イ
ワ
イン
が
誕
生
。
平
成
４
年
２
月
の

観
梅
会
で
キ
ウ
イ
ワ
イン
甘
口
、
辛
口

を
発
売
し
てス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
豊
富
な
八
女
地
方
の
農

産
物
果
汁
１
０
０
％
原
料
で
ワ
イ
ン

を
作
る
こ
と
」
を
目
指
し
、
そ
の
後

も
い
ろ
い
ろ
な
ワ
イ
ン
作
り
に
挑
戦
。

博
多
あ
ま
お
う
や
梅
、い
ち
じ
く
、み

か
ん
、
そ
し
て
平
成
23
年
に
ゆ
ず
、ブ

ル
ーベ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
が
完
成
。
そ
の
中

で
５
年
熟
成
キ
ウ
イ
ワ
イ
ン
「
覚
」
は

戦
時
中
の
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
ワ
イ

ンセ
ラ
ー
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
ワ
イ
ンセ
ラ
ー
は
２
月

18
日
か
ら
の

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
期
間
中
の
土

日
お
よ
び

20
日
・
21
日
限
定
で一般
公

開
さ
れ
、「
竹
あ
か
り
の
幻
想
的
な
世

界
」
や
「
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
小
さ
な
音

楽
会
」な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。ま
た
、

工
場
の
稼
働
期
間
中
に
は
醸
造
過
程

も
見
学
で
き
、アン
テ
ナ
ショッ
プ
「
夢

た
ち
ば
な
館
」
で
は
工
場
で
製
造
さ

れ
た
い
ろ
ん
な
ワ
イ
ン
を
は
じ
め
、
立

花
の
特
産
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

仕
事
に
疲
れ
た
と
き
、
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
や
贈
り
物
に
フル
ー
テ
ィ
ー
な
ワ

イン
は
い
か
が
で
す
か
。

※本ページ右下のサービス券を持参さ
れると無料でワインのラッピングをし
ていただけます。
（有効期限：平成24年3月31日まで）

茶
の
く
に　
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あ
ま
い
香
り
漂
う 

立
花
ワ
イン

松尾 佳
か ほ

歩ちゃん

Ｈ23年2月13日生（井延）
元気いっぱいのリキト♡
大好きだよ‼お姉ちゃん
といっぱいあそぼうね♡

1歳おめでとう！佳歩
ちゃんの成長が楽しみ
です。大好きだよ♪

我が家のやんちゃ娘で
す。これからも元気いっ
ぱい、すくすく育ってね。

1歳おめでとう♡
あなたの笑顔が家族の
力。元気に育ってね！

いつも笑顔の誠ちゃん
♡1歳のお誕生日オメ
デトウ！大好きだよ♡

立山 鈴
す ず の

乃ちゃん

古川 雄
ゆ う た ろ う

太朗ちゃん

久間 大
たいせい

誠ちゃん

Ｈ23年2月5日生（蒲原）

Ｈ23年2月11日生（岩崎）

Ｈ23年2月27日生（下横山）

西村 美
み な

那ちゃん

白坂 幸
ゆきひと

寛ちゃん

近藤 誠
せ い じ

治ちゃん

Ｈ23年2月1日生（忠見）

Ｈ23年2月11日生（忠見）

Ｈ23年2月24日生（室岡）

檜室 利
り き と

樹斗ちゃん

Ｈ23年2月16日生（室岡）

すずちゃん1歳おめで
とう♡いつも笑顔でい
てくれてありがとう。

雄太朗1歳おめでとう
♡ニコニコ笑顔で元気
に育ってねっ♡

大誠くん♡お誕生日お
めでとう♡いっぱい食
べて元気に育ってね♡

祐輝☆1歳の誕生日お
めでとう♪あなたの輝
く未来を見守ります☆

1歳おめでとう♡お姉
ちゃんと仲良く優しい
子に育ってね☆

誕生日おめでとう♡我が
家の癒し系アイドルだよ
☆健やかに育ってネ☆

あなたの笑顔が皆大好
きです。れんちゃん誕
生日おめでとう♡

元気いっぱい莉南♡こ
れからもずっとママに
笑顔見せてね♪♪

瑠依♡お誕生日おめで
とう‼いつも笑顔でお
姉ちゃんと仲良くね。

1歳おめでとう♡お兄
ちゃんたちに負けない
くらい元気に育ってね♪

とっても可愛いたけぴ
♡お姉ちゃんと仲良く
元気に育ってね♡

♡祝１歳♡お兄ちゃん
大好き♡そのか。仲良
く、元気に育ってね☆

笑顔の可愛い結衣ちゃ
ん。お兄ちゃんと仲良
く元気に育ってね。

溝尻 莉
れ い な

南ちゃん

田中 瑠
る い

依ちゃん 上村 結
ゆ い と

音ちゃん

寺島 健
た け る

留ちゃん 坂本 空
そ の か

乃香ちゃん

栗山 結
ゆ い

衣ちゃん

上村 祐
ゆ う き

輝ちゃん

中島 夢
ゆ め な

菜ちゃん持丸 さくらちゃん

加藤 錬
れ ん た ろ う

太郎ちゃん

Ｈ23年2月7日生（宅間田）

Ｈ23年2月19日生（津江） Ｈ23年2月21日生（本）

Ｈ23年2月5日生（室岡） Ｈ23年2月7日生（酒井田）

Ｈ23年2月21日生（馬場）

Ｈ23年2月1日生（本）

Ｈ23年2月13日生（中柳瀬）Ｈ23年2月10日生（室岡）

Ｈ23年2月23日生（下本分）

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

　　
　　
八女
の豊か

な農産
物から

　　
　つ
くら
れるフ

ルーティー
ワイン！

おたんじょうび
おめでとう

観光振興課 しばたトンネル内は竹灯りで幻想的

満１歳のお子さまの
写真を募集していま
す。名前・生年月日・
住所・簡単なコメント
（30字以内）を添えて、
誕生日前月の7日まで
に直接お持ちいただく
か、郵送でお申し込
みください。応募多数
の場合は先着順となり
ます。写真はお返しし
ていません。
●申し込み＝市長公
室秘書広報係（☎
23・1110）

▼
保
育
園
の
年
長
と
年

中
の
長
女
と
二
男
を
毎
朝

保
育
園
へ
送
っ
て
い
ま
す
。数
年

前
ま
で
は
泣
い
た
り
、け
ん
か
し

た
り
と
送
る
だ
け
で
も
一
苦
労
。

最
近
は
手
も
か
か
ら
ず
…
う
れ

し
い
半
面
さ
み
し
さ
感
じ
る
今

日
こ
の
ご
ろ
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
最
近
新
聞
を
読
む
と
き
、
何

か
物
足
り
な
い
な
あ
と
感
じ
て

い
た
ら
、
五
木
寛
之
さ
ん
の
連

載
小
説
「
親
鸞
」
が
終
わ
っ
た

か
ら
で
し
た
。
ま
ず
新
聞
を
開

く
と
一
番
に
読
ん
で
い
た
親
鸞
。

日
々
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
続
編
が
始
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています
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